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友だち増えてうれしいね
仲良くみんなでかんばろう　

4月 7日、南畑小学校（菊池忠雄校長、児童 35
人）で入学式が行われました。震災で鶯宿温泉に
避難している新 1年生 4人も笑顔で入学し、新
学期がスタートしました。菊池校長から「仲良く
一緒にがんばろう」と励まされ、新入生は少し緊
張しながらも元気よく「ハイ」と答えていました。

友だち増えてうれしいね
仲良くみんなでかんばろう　

4月 7日、南畑小学校（菊池忠雄校長、児童 35
人）で入学式が行われました。震災で鶯宿温泉に
避難している新 1年生 4人も笑顔で入学し、新
学期がスタートしました。菊池校長から「仲良く
一緒にがんばろう」と励まされ、新入生は少し緊
張しながらも元気よく「ハイ」と答えていました。

友だち増えてうれしいね
仲良くみんなでかんばろう　

4月 7日、南畑小学校（菊池忠雄校長、児童 35
人）で入学式が行われました。震災で鶯宿温泉に
避難している新 1年生 4人も笑顔で入学し、新
学期がスタートしました。菊池校長から「仲良く
一緒にがんばろう」と励まされ、新入生は少し緊
張しながらも元気よく「ハイ」と答えていました。

友だち増えてうれしいね
仲良くみんなでかんばろう　

4月 7日、南畑小学校（菊池忠雄校長、児童 35
人）で入学式が行われました。震災で鶯宿温泉に
避難している新 1年生 4人も笑顔で入学し、新
学期がスタートしました。菊池校長から「仲良く
一緒にがんばろう」と励まされ、新入生は少し緊
張しながらも元気よく「ハイ」と答えていました。

友だち増えてうれしいね
仲良くみんなでかんばろう　

4月 7日、南畑小学校（菊池忠雄校長、児童 35
人）で入学式が行われました。震災で鶯宿温泉に
避難している新 1年生 4人も笑顔で入学し、新
学期がスタートしました。菊池校長から「仲良く
一緒にがんばろう」と励まされ、新入生は少し緊
張しながらも元気よく「ハイ」と答えていました。

友だち増えてうれしいね
仲良くみんなでかんばろう　

4月 7日、南畑小学校（菊池忠雄校長、児童 35
人）で入学式が行われました。震災で鶯宿温泉に
避難している新 1年生 4人も笑顔で入学し、新
学期がスタートしました。菊池校長から「仲良く
一緒にがんばろう」と励まされ、新入生は少し緊
張しながらも元気よく「ハイ」と答えていました。

友だち増えてうれしいね
仲良くみんなでかんばろう　

4月 7日、南畑小学校（菊池忠雄校長、児童 35
人）で入学式が行われました。震災で鶯宿温泉に
避難している新 1年生 4人も笑顔で入学し、新
学期がスタートしました。菊池校長から「仲良く
一緒にがんばろう」と励まされ、新入生は少し緊
張しながらも元気よく「ハイ」と答えていました。

友だち増えてうれしいね
仲良くみんなでかんばろう　

4月 7日、南畑小学校（菊池忠雄校長、児童 35
人）で入学式が行われました。震災で鶯宿温泉に
避難している新 1年生 4人も笑顔で入学し、新
学期がスタートしました。菊池校長から「仲良く
一緒にがんばろう」と励まされ、新入生は少し緊
張しながらも元気よく「ハイ」と答えていました。

友だち増えてうれしいね
仲良くみんなでかんばろう　

4月 7日、南畑小学校（菊池忠雄校長、児童 35
人）で入学式が行われました。震災で鶯宿温泉に
避難している新 1年生 4人も笑顔で入学し、新
学期がスタートしました。菊池校長から「仲良く
一緒にがんばろう」と励まされ、新入生は少し緊
張しながらも元気よく「ハイ」と答えていました。

友だち増えてうれしいね
仲良くみんなでかんばろう　

4月 7日、南畑小学校（菊池忠雄校長、児童 35
人）で入学式が行われました。震災で鶯宿温泉に
避難している新 1年生 4人も笑顔で入学し、新
学期がスタートしました。菊池校長から「仲良く
一緒にがんばろう」と励まされ、新入生は少し緊
張しながらも元気よく「ハイ」と答えていました。

友だち増えてうれしいね
仲良くみんなでかんばろう　

4月 7日、南畑小学校（菊池忠雄校長、児童 35
人）で入学式が行われました。震災で鶯宿温泉に
避難している新 1年生 4人も笑顔で入学し、新
学期がスタートしました。菊池校長から「仲良く
一緒にがんばろう」と励まされ、新入生は少し緊
張しながらも元気よく「ハイ」と答えていました。

友だち増えてうれしいね
仲良くみんなでかんばろう　

4月 7日、南畑小学校（菊池忠雄校長、児童 35
人）で入学式が行われました。震災で鶯宿温泉に
避難している新 1年生 4人も笑顔で入学し、新
学期がスタートしました。菊池校長から「仲良く
一緒にがんばろう」と励まされ、新入生は少し緊
張しながらも元気よく「ハイ」と答えていました。

友だち増えてうれしいね
仲良くみんなでかんばろう　

4月 7日、南畑小学校（菊池忠雄校長、児童 35
人）で入学式が行われました。震災で鶯宿温泉に
避難している新 1年生 4人も笑顔で入学し、新
学期がスタートしました。菊池校長から「仲良く
一緒にがんばろう」と励まされ、新入生は少し緊
張しながらも元気よく「ハイ」と答えていました。

友だち増えてうれしいね
仲良くみんなでかんばろう　

4月 7日、南畑小学校（菊池忠雄校長、児童 35
人）で入学式が行われました。震災で鶯宿温泉に
避難している新 1年生 4人も笑顔で入学し、新
学期がスタートしました。菊池校長から「仲良く
一緒にがんばろう」と励まされ、新入生は少し緊
張しながらも元気よく「ハイ」と答えていました。

友だち増えてうれしいね
仲良くみんなでかんばろう　

4月 7日、南畑小学校（菊池忠雄校長、児童 35
人）で入学式が行われました。震災で鶯宿温泉に
避難している新 1年生 4人も笑顔で入学し、新
学期がスタートしました。菊池校長から「仲良く
一緒にがんばろう」と励まされ、新入生は少し緊
張しながらも元気よく「ハイ」と答えていました。

友だち増えてうれしいね
仲良くみんなでかんばろう　

4月 7日、南畑小学校（菊池忠雄校長、児童 35
人）で入学式が行われました。震災で鶯宿温泉に
避難している新 1年生 4人も笑顔で入学し、新
学期がスタートしました。菊池校長から「仲良く
一緒にがんばろう」と励まされ、新入生は少し緊
張しながらも元気よく「ハイ」と答えていました。

友だち増えてうれしいね
仲良くみんなでかんばろう　

4月 7日、南畑小学校（菊池忠雄校長、児童 35
人）で入学式が行われました。震災で鶯宿温泉に
避難している新 1年生 4人も笑顔で入学し、新
学期がスタートしました。菊池校長から「仲良く
一緒にがんばろう」と励まされ、新入生は少し緊
張しながらも元気よく「ハイ」と答えていました。

友だち増えてうれしいね
仲良くみんなでかんばろう　

4月 7日、南畑小学校（菊池忠雄校長、児童 35
人）で入学式が行われました。震災で鶯宿温泉に
避難している新 1年生 4人も笑顔で入学し、新
学期がスタートしました。菊池校長から「仲良く
一緒にがんばろう」と励まされ、新入生は少し緊
張しながらも元気よく「ハイ」と答えていました。

友だち増えてうれしいね
仲良くみんなでかんばろう　

4月 7日、南畑小学校（菊池忠雄校長、児童 35
人）で入学式が行われました。震災で鶯宿温泉に
避難している新 1年生 4人も笑顔で入学し、新
学期がスタートしました。菊池校長から「仲良く
一緒にがんばろう」と励まされ、新入生は少し緊
張しながらも元気よく「ハイ」と答えていました。

友だち増えてうれしいね
仲良くみんなでかんばろう　

4月 7日、南畑小学校（菊池忠雄校長、児童 35
人）で入学式が行われました。震災で鶯宿温泉に
避難している新 1年生 4人も笑顔で入学し、新
学期がスタートしました。菊池校長から「仲良く
一緒にがんばろう」と励まされ、新入生は少し緊
張しながらも元気よく「ハイ」と答えていました。

友だち増えてうれしいね
仲良くみんなでかんばろう　

4月 7日、南畑小学校（菊池忠雄校長、児童 35
人）で入学式が行われました。震災で鶯宿温泉に
避難している新 1年生 4人も笑顔で入学し、新
学期がスタートしました。菊池校長から「仲良く
一緒にがんばろう」と励まされ、新入生は少し緊
張しながらも元気よく「ハイ」と答えていました。

友だち増えてうれしいね
仲良くみんなでかんばろう　

4月 7日、南畑小学校（菊池忠雄校長、児童 35
人）で入学式が行われました。震災で鶯宿温泉に
避難している新 1年生 4人も笑顔で入学し、新
学期がスタートしました。菊池校長から「仲良く
一緒にがんばろう」と励まされ、新入生は少し緊
張しながらも元気よく「ハイ」と答えていました。

友だち増えてうれしいね
仲良くみんなでかんばろう　

4月 7日、南畑小学校（菊池忠雄校長、児童 35
人）で入学式が行われました。震災で鶯宿温泉に
避難している新 1年生 4人も笑顔で入学し、新
学期がスタートしました。菊池校長から「仲良く
一緒にがんばろう」と励まされ、新入生は少し緊
張しながらも元気よく「ハイ」と答えていました。

友だち増えてうれしいね
仲良くみんなでかんばろう　

4月 7日、南畑小学校（菊池忠雄校長、児童 35
人）で入学式が行われました。震災で鶯宿温泉に
避難している新 1年生 4人も笑顔で入学し、新
学期がスタートしました。菊池校長から「仲良く
一緒にがんばろう」と励まされ、新入生は少し緊
張しながらも元気よく「ハイ」と答えていました。

友だち増えてうれしいね
仲良くみんなでかんばろう　

4月 7日、南畑小学校（菊池忠雄校長、児童 35
人）で入学式が行われました。震災で鶯宿温泉に
避難している新 1年生 4人も笑顔で入学し、新
学期がスタートしました。菊池校長から「仲良く
一緒にがんばろう」と励まされ、新入生は少し緊
張しながらも元気よく「ハイ」と答えていました。

友だち増えてうれしいね
仲良くみんなでかんばろう　

4月 7日、南畑小学校（菊池忠雄校長、児童 35
人）で入学式が行われました。震災で鶯宿温泉に
避難している新 1年生 4人も笑顔で入学し、新
学期がスタートしました。菊池校長から「仲良く
一緒にがんばろう」と励まされ、新入生は少し緊
張しながらも元気よく「ハイ」と答えていました。

友だち増えてうれしいね
仲良くみんなでかんばろう　

4月 7日、南畑小学校（菊池忠雄校長、児童 35
人）で入学式が行われました。震災で鶯宿温泉に
避難している新 1年生 4人も笑顔で入学し、新
学期がスタートしました。菊池校長から「仲良く
一緒にがんばろう」と励まされ、新入生は少し緊
張しながらも元気よく「ハイ」と答えていました。

友だち増えてうれしいね
仲良くみんなでかんばろう　

4月 7日、南畑小学校（菊池忠雄校長、児童 35
人）で入学式が行われました。震災で鶯宿温泉に
避難している新 1年生 4人も笑顔で入学し、新
学期がスタートしました。菊池校長から「仲良く
一緒にがんばろう」と励まされ、新入生は少し緊
張しながらも元気よく「ハイ」と答えていました。

友だち増えてうれしいね
仲良くみんなでかんばろう　

4月 7日、南畑小学校（菊池忠雄校長、児童 35
人）で入学式が行われました。震災で鶯宿温泉に
避難している新 1年生 4人も笑顔で入学し、新
学期がスタートしました。菊池校長から「仲良く
一緒にがんばろう」と励まされ、新入生は少し緊
張しながらも元気よく「ハイ」と答えていました。

友だち増えてうれしいね
仲良くみんなでかんばろう　

4月 7日、南畑小学校（菊池忠雄校長、児童 35
人）で入学式が行われました。震災で鶯宿温泉に
避難している新 1年生 4人も笑顔で入学し、新
学期がスタートしました。菊池校長から「仲良く
一緒にがんばろう」と励まされ、新入生は少し緊
張しながらも元気よく「ハイ」と答えていました。

友だち増えてうれしいね
仲良くみんなでかんばろう　

4月 7日、南畑小学校（菊池忠雄校長、児童 35
人）で入学式が行われました。震災で鶯宿温泉に
避難している新 1年生 4人も笑顔で入学し、新
学期がスタートしました。菊池校長から「仲良く
一緒にがんばろう」と励まされ、新入生は少し緊
張しながらも元気よく「ハイ」と答えていました。

友だち増えてうれしいね
仲良くみんなでかんばろう　

4月 7日、南畑小学校（菊池忠雄校長、児童 35
人）で入学式が行われました。震災で鶯宿温泉に
避難している新 1年生 4人も笑顔で入学し、新
学期がスタートしました。菊池校長から「仲良く
一緒にがんばろう」と励まされ、新入生は少し緊
張しながらも元気よく「ハイ」と答えていました。

友だち増えてうれしいね
仲良くみんなでかんばろう　

4月 7日、南畑小学校（菊池忠雄校長、児童 35
人）で入学式が行われました。震災で鶯宿温泉に
避難している新 1年生 4人も笑顔で入学し、新
学期がスタートしました。菊池校長から「仲良く
一緒にがんばろう」と励まされ、新入生は少し緊
張しながらも元気よく「ハイ」と答えていました。

友だち増えてうれしいね
仲良くみんなでかんばろう　

4月 7日、南畑小学校（菊池忠雄校長、児童 35
人）で入学式が行われました。震災で鶯宿温泉に
避難している新 1年生 4人も笑顔で入学し、新
学期がスタートしました。菊池校長から「仲良く
一緒にがんばろう」と励まされ、新入生は少し緊
張しながらも元気よく「ハイ」と答えていました。

友だち増えてうれしいね
仲良くみんなでかんばろう　

4月 7日、南畑小学校（菊池忠雄校長、児童 35
人）で入学式が行われました。震災で鶯宿温泉に
避難している新 1年生 4人も笑顔で入学し、新
学期がスタートしました。菊池校長から「仲良く
一緒にがんばろう」と励まされ、新入生は少し緊
張しながらも元気よく「ハイ」と答えていました。

友だち増えてうれしいね
仲良くみんなでかんばろう　

4月 7日、南畑小学校（菊池忠雄校長、児童 35
人）で入学式が行われました。震災で鶯宿温泉に
避難している新 1年生 4人も笑顔で入学し、新
学期がスタートしました。菊池校長から「仲良く
一緒にがんばろう」と励まされ、新入生は少し緊
張しながらも元気よく「ハイ」と答えていました。

友だち増えてうれしいね
仲良くみんなでかんばろう　

4月 7日、南畑小学校（菊池忠雄校長、児童 35
人）で入学式が行われました。震災で鶯宿温泉に
避難している新 1年生 4人も笑顔で入学し、新
学期がスタートしました。菊池校長から「仲良く
一緒にがんばろう」と励まされ、新入生は少し緊
張しながらも元気よく「ハイ」と答えていました。

友だち増えてうれしいね
仲良くみんなでかんばろう　

4月 7日、南畑小学校（菊池忠雄校長、児童 35
人）で入学式が行われました。震災で鶯宿温泉に
避難している新 1年生 4人も笑顔で入学し、新
学期がスタートしました。菊池校長から「仲良く
一緒にがんばろう」と励まされ、新入生は少し緊
張しながらも元気よく「ハイ」と答えていました。

友だち増えてうれしいね
仲良くみんなでかんばろう　

4月 7日、南畑小学校（菊池忠雄校長、児童 35
人）で入学式が行われました。震災で鶯宿温泉に
避難している新 1年生 4人も笑顔で入学し、新
学期がスタートしました。菊池校長から「仲良く
一緒にがんばろう」と励まされ、新入生は少し緊
張しながらも元気よく「ハイ」と答えていました。

友だち増えてうれしいね
仲良くみんなでかんばろう　

4月 7日、南畑小学校（菊池忠雄校長、児童 35
人）で入学式が行われました。震災で鶯宿温泉に
避難している新 1年生 4人も笑顔で入学し、新
学期がスタートしました。菊池校長から「仲良く
一緒にがんばろう」と励まされ、新入生は少し緊
張しながらも元気よく「ハイ」と答えていました。

友だち増えてうれしいね
仲良くみんなでかんばろう　

4月 7日、南畑小学校（菊池忠雄校長、児童 35
人）で入学式が行われました。震災で鶯宿温泉に
避難している新 1年生 4人も笑顔で入学し、新
学期がスタートしました。菊池校長から「仲良く
一緒にがんばろう」と励まされ、新入生は少し緊
張しながらも元気よく「ハイ」と答えていました。

C O N T E N T SC O N T E N T SC O N T E N T SC O N T E N T SC O N T E N T SC O N T E N T SC O N T E N T SC O N T E N T SC O N T E N T SC O N T E N T SC O N T E N T SC O N T E N T SC O N T E N T SC O N T E N T SC O N T E N T SC O N T E N T SC O N T E N T SC O N T E N T SC O N T E N T SC O N T E N T SC O N T E N T SC O N T E N T SC O N T E N T SC O N T E N T SC O N T E N T SC O N T E N T SC O N T E N T SC O N T E N T SC O N T E N T SC O N T E N T SC O N T E N T SC O N T E N T SC O N T E N T SC O N T E N T SC O N T E N T SC O N T E N T SC O N T E N T SC O N T E N T SC O N T E N T SC O N T E N T SC O N T E N T S

sizu̲1104  11/04/09  12:01  ページ 1



広報しずくいし●2011年4月10日●第679号 2

雫石だからできる支援を わたしたちみんなで

雫石町長　深谷　政光　

町
で
は
、
三
月
二
十
六
日
か
ら

県
に
よ
る
内
陸
部
へ
の
一
時
移
送

の
被
災
者
を
受
け
入
れ
て
い
ま

す
。受
け
入
れ
に
当
た
っ
て
は
、県

の
調
査
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
被

災
者
の
受
け
入
れ
に
申
し
出
の

あ
っ
た
旅
館
や
ホ
テ
ル
な
ど
の
宿

泊
施
設
の
う
ち
、
仮
設
住
宅
な
ど

が
整
備
さ
れ
る
ま
で
の
間
︵
一
カ

月
か
ら
二
カ
月
程
度
︶
宿
泊
可
能

で
あ
る
こ
と
や
、
多
数
の
受
け
入

れ
が
可
能
で
あ
る
こ
と
な
ど
に
よ

り
、ホ
テ
ル
加
賀
助
、長
栄
館
、ホ

テ
ル
森
の
風
鴬
宿
、
雫
石
プ
リ
ン

ス
ホ
テ
ル
が
受
け
入
れ
先
と
な
っ

て
い
ま
す
。

３
月
11
日
、未
曽
有
の
震
災
が
発
生
し
、東
北
地
方
沿
岸
部
を
中

心
に
甚
大
な
被
害
を
与
え
ま
し
た
。現
在
町
で
は
、町
内
の
宿
泊
施

施
設
へ
の
被
災
者
の
受
け
入
れ
や
、
皆
さ
ん
か
ら
お
預
か
り
し
た

支
援
物
資
の
運
搬
な
ど
、
被
災
地
へ
の
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
本
号
で
は
、
そ
の
支
援
内
容
を
ま
と
め
ま
し
た
。

山
田
町
、大
槌
町
、
釜
石
市
の

被
災
者
の
受
け
入
れ
を
実
施

東日本大震災
被災地の皆さまを全力で支援

東
日
本
大
震
災
情
報

１

被災者の皆さまへ、あらためてお見舞いと哀悼の
意を表します。未曽有の危機を乗り越えなければな
りません。
本町では地震発生直後、災害対策本部を設置し、町
民の皆さまの安全確保に全力で取り組むとともに、
被災された皆さまの支援に当たっています。
現在、町内のごみ収集などの行政サービスは回復
していますが、今後も物流や交通機関が滞ることな
どが考えられます。また、壊滅的な被害を受けた県沿
岸部をはじめとする市町村では、今なお人的支援や

物資等色々な支援を求めています。町では、町民の皆
さまのご協力をいただきながら、被災市町村への支
援と被災者の受け入れを積極的に行っています。
町民の皆さまにおかれましても、節電・節水など
限りある資源の節約、被災地への救援にご協力いた
だくとともに、沿岸部から受け入れている被災者の
皆さまへ、思いやりのある温かい支援をお願いいた
します。町民の気持ちを一つにしてこの震災を乗り
越えていきましょう。

余震に注意余震に注意余震に注意余震に注意余震に注意余震に注意余震に注意余震に注意余震に注意余震に注意余震に注意余震に注意余震に注意余震に注意余震に注意余震に注意余震に注意余震に注意余震に注意余震に注意余震に注意余震に注意余震に注意余震に注意余震に注意余震に注意余震に注意余震に注意余震に注意余震に注意余震に注意余震に注意余震に注意余震に注意余震に注意余震に注意余震に注意余震に注意余震に注意余震に注意余震に注意余震に注意余震に注意余震に注意余震に注意余震に注意余震に注意余震に注意余震に注意余震に注意余震に注意
東日本大震災以来、余震が
続いていますのでくれぐれも
ご注意ください。また、引き
続き節水や節電へのご協力を
お願いします。
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四
月
七
日
現
在
で
、
三
百
二
十

三
人
が
一
時
避
難
し
て
い
ま
す

が
、町
で
は
、受
け
入
れ
す
る
に
当

た
り
、
保
健
師
の
健
康
相
談
や
医

師
に
よ
る
応
談
、
物
資
の
提
供
な

ど
、
各
施
設
と
連
携
し
て
避
難
者

の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ

れ
た
県
の
﹁
地
震
被
災
者
の
宿
泊

施
設
へ
の
一
時
移
動
事
業
﹂
に
よ

り
、
内
陸
部
に
自
主
避
難
し
て
い

た
被
災
者
も
宿
泊
施
設
へ
の
移
動

の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。
四
月
七

日
現
在
、
先
述
の
四
宿
泊
施
設
に

二
十
四
人
、
偕
楽
苑
に
三
人
が
一

被
災
地
で
は
、
自
治
体
職
員
や

市
役
所
・
役
場
庁
舎
が
大
き
な
被

派遣先 期　間 人　数 支援業務
宮古市 3月 26日

〜27日
保健師
延べ 6人
運転手
延べ 3人

保健相談な
どの支援

大槌町 3月 30日
〜4月 2日

職員 1人
救援物資の
配送などの
支援

4月 8日
〜4月 11日

職員 1人

山田町 4月 2日
〜4月 4日

職員 1人
内陸部への
一時移送に
係る意向調
査陸前高田市 4月 7日

〜4月 9日
職員 1人

山田町 4月 2日
〜4月 5日

職員 4人
避難所運営
などの支援

4月 14日
〜4月 17日

職員 4人

害
を
受
け
、
震
災
被
害
へ
の
対
応

に
苦
慮
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま

す
。そ
う
し
た
自
治
体
に
対
し
て
、

少
し
で
も
災
害
復
旧
へ
の
手
助
け

に
な
れ
る
よ
う
に
と
、
本
町
か
ら

被
災
地
へ
町
職
員
を
派
遣
し
て
い

ま
す
。

支
援
業
務
の
内
容
は
、
被
災
者
の

健
康
相
談
や
、避
難
所
の
運
営
、被

災
者
の
一
時
避
難
に
係
る
意
向
調

査
な
ど
で
、
被
災
自
治
体
の
支
援

要
望
に
応
え
る
形
で
派
遣
し
て
い

ま
す
。

時
避
難
し
て
い
ま
す
。な
お
、こ
の

事
業
に
よ
る
申
し
込
み
期
限
は
四

月
三
十
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。

❶町内宿泊施設での被災者受け入れ
❷被災地避難所で支援活動を行う町保健師（宮古市）
❸避難者へ提供された衣服などの支援物資
❹避難者のため設置された仮設洗濯所
❺町保健師による避難者の健康チェック

◉被災地への職員派遣

現
地
で
の
被
災
者
支
援
の
た
め
町
職
員
を
派
遣

２

４

５

３

本紙 3月号でお知らせしました全国瞬時警報システム
（J−ALERT）の運用のうち、震度速報については、3月末
までに気象庁からの配信方式が変更され、市町村単位での
震度情報となる予定でしたが、東日本大震災の影響により、
配信方式の変更が 5月中旬まで延期となりました。これに
伴い、震度速報の運用は、市町村単位での配信が可能となる
まで延期とします。なお、震度速報は、震度 4以上の地震が
あった場合に放送するものです。
【問い合わせ先】町役場総務課（☎内線 212）

全国瞬時警報システム 一部の運用を延期
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三
月
三
十
一
日
ま
で
町
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
を
行
っ

た
約
六
百
四
十
一
件
︵
三
月
三
十

一
日
現
在
︶の
支
援
物
資
は
、左
表

の
と
お
り
沿
岸
被
災
地
へ
の
運
搬

を
行
い
ま
し
た
。

︻
支
援
物
資
︵
主
な
も
の
︶︼

米
、衣
類
、毛
布
な
ど
の
寝
具
、ミ

ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
、
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
、卵
、紙
マ
ス
ク
、洗

面
用
具
、
紙
お
む
つ
な
ど
。 

な
お
、
今
後
の
支
援
物
資
提
供

に
つ
い
て
は
、町
役
場
福
祉
課︵
☎

６
９
２
・
６
４
７
３
︶ま
た
は
、町

社
会
福
祉
協
議
会
︵
☎
６
９
２
・

２
２
３
０
︶
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

米
や
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
な
ど

皆
さ
ん
か
ら
の
支
援
物
資
 お
届
け
し
ま
し
た

物資届け先 送付日（町公用車で運搬）

大槌町 3月 20日、24日、28日、31日

山田町 3月 21日、25日、29日

岩泉町 3月 22日、26日、30日

宮古市 3月 23日、27日

町
で
、
受
け
付
け
を
し
て
い
る

被
災
地
へ
の
義
援
金
は
、
四
月
七

日
現
在
、
総
額
三
百
三
十
八
万
三

千
七
百
九
十
六
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。こ
れ
ら
、被
災
地
へ
向
け
ら
れ

た
多
く
の
善
意
は
岩
手
県
災
害
義

援
金
募
集
委
員
会
を
通
じ
て
、
被

災
地
に
送
ら
れ
ま
す
。

︻
義
援
金
提
供
者︵
受
け
付
け
順
、敬

称
略
︶︼
岩
手
大
崎
電
機
㈱
、
九
十

九
沢
行
政
区
、黒
沢
川
行
政
区
、極

楽
野
行
政
区
、矢
櫃
行
政
区
、土
橋

自
治
会
、矢
用
自
治
振
興
会
、桝
沢

自
治
会
、竹
林
喜
美
栄
、石
塚
祐
筰
、

広
瀬
武
、
山
本
勝
、
中
野
勇
、
菅
原

正
、清
水
端
文
次
郎
、米
沢
一
波
留
、

小
塚
徳
則
、木
村
文
也
、中
野
順
平
、

階
正
、
坂
本
虎
男
、
高
橋
昭
、
今
孝

樹
、
高
村
柳
子
、
千
葉
純
湖
、
遠
藤

忠
美
、
吉
井
主
税
、
立
石
覺
治
、
横

手
克
子
、赤
滝
行
政
区
、高
前
田
愛

奈
・
涼
斗
、
雫
石
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

中
原
雄
司
、天
瀬
自
主
防
災
会
、町

医
療
団
、杉
田
英
哉
、あ
や
つ
り
人

形
芝
居
保
存
会
、
高
前
田
一
区
行

政
区
、高
前
田
一
区
自
治
会
、㈱
中

村
建
設
、
㈱
中
村
建
設
社
員
一
同
、

㈲
ア
ー
ス
、
赤
滝
老
人
ク
ラ
ブ
男

女
の
会
、
戸
沢
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
、

林
老
人
ク
ラ
ブ
ウ
ッ
ド
シ
ル
バ
ー

被
災
地
を
思
い
寄
せ
ら
れ
た
多
く
の
義
援
金

県
を
通
じ
て
被
災
地
に
送
ら
れ
ま
す

東日本大震災の影響により、統一地方選挙の期日に選挙
を適正に行うことが困難であることから、4月 10日に執
行する予定でした岩手県知事選挙および岩手県議会議員
選挙ならびに 4月 24日に執行する予定でした雫石町議
会議員選挙は延期されることになりました。延期後の選挙
日程などについては、現時点で未定です。決定され次第、本
紙および町ホームページでお知らせします。
【問い合わせ先】雫石町選挙管理委員会事務局（町役場総務
課内　☎692−6488）

県知事・県議選、町議選は延期となりました

◉町からの支援物資の届け先と送付日

❶県内外の支援物資が集
められた岩手産業文化
センター

❷町総合福祉センターで
行われた支援物資の受
け付け

❸町民からの支援物資を
仕分けるボランティア
ら

❹自衛隊員らの手により
現地に搬入される町か
らの支援物資（山田町）

東
日
本
大
震
災
情
報

の
会
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
こ
の
指

と
ま
れ
、雫
石
町
交
通
指
導
隊
、町

民
生
委
員
協
議
会

※
こ
の
ほ
か
、
氏
名
を
告
げ
な
い

申
し
出
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
こ
れ
ら
の
義
援
金
は
町
で
受
け

付
け
を
し
た
も
の
に
限
り
ま
す
。

そ
の
他
の
団
体
な
ど
で
受
け
付
け

を
し
た
義
援
金
は
含
み
ま
せ
ん
。

１

３

２

４
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町
で
整
備
を
進
め
て
き
た
病
後

児
等
保
育
施
設
が
、
こ
の
ほ
ど
七

ツ
森
保
育
所
に
完
成
し
、
平
成
二

十
三
年
度
か
ら
運
営
を
開
始
し
て

い
ま
す
。

こ
の
施
設
は
、
病
気
の
回
復
期

な
ど
に
あ
る
お
子
さ
ん
を
日
中
お

預
か
り
し
て
、
保
護
者
に
代
わ
っ

て
保
育
と
看
護
を
行
い
ま
す
。
病

気
に
よ
り
普
段
行
っ
て
い
る
保
育

所
︵
園
︶
や
学
校
に
い
け
な
い
場

合
、
ま
た
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
仕

事
や
ご
自
身
の
病
気
・
冠
婚
葬
祭

な
ど
の
事
情
に
よ
り
、
ゆ
っ
く
り

家
庭
で
病
気
の
お
子
さ
ん
の
看
護

が
で
き
な
い
場
合
な
ど
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

︻
保
育
可
能
時
間
︼
月
～
土
曜
日
、

七
時
十
五
分
～
十
八
時
十
五
分

︻
対
象
児
童
︼次
の
①
か
ら
③
に
該

当
す
る
児
童

①
お
お
む
ね
生
後
２
カ
月
か
ら
小

学
３
年
生
ま
で
の
児
童

②
病
気
の
回
復
期
な
ど
に
あ
っ

て
、
医
療
機
関
に
よ
る
入
院
治
療

の
必
要
は
な
い
が
、
安
静
の
確
保

に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
た
め

に
、
集
団
保
育
が
困
難
な
児
童

③
保
護
者
の
仕
事
の
都
合
、傷
病
、

事
故
、出
産
、冠
婚
葬
祭
な
ど
の
理

由
で
家
庭
で
の
保
育
が
困
難
な
児

童︻
保
育
の
内
容
︼
保
育
サ
ー
ビ
ス
、

健
康
状
態
の
チ
ェ
ッ
ク
、
服
薬
の

介
助

︻
利
用
定
員
︼
一
日
六
人

︻
利
用
時
間
︼一
回
当
た
り
の
利
用

期
間
は
、連
続
し
た
七
日
以
内︵
休

業
日
を
含
む
︶。

︻
利
用
料
︼
一
日
二
千
二
百
円
︵
給

食
、
お
や
つ
代
含
む
︶

※
た
だ
し
、
生
活
保
護
世
帯
や
町

民
税
非
課
税
世
帯
で
母
子
父
子
家

庭
ま
た
は
障
が
い
者
の
い
る
家
庭

な
ど
の
場
合
は
無
料
に
な
り
ま

す
。詳
し
く
は
、町
役
場
福
祉
課
に

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

︻
利
用
申
し
込
み
方
法
︼施
設
の
利

用
に
は
申
し
込
み
が
必
要
と
な
り

ま
す︵
上
表
参
照
︶。登
録
申
込
書
、

医
師
連
絡
票
、
利
用
申
込
書
を
七

ツ
森
保
育
所
ま
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
用
紙
は
、
町
役
場
福
祉
課
、

町
内
保
育
所︵
園
︶お
よ
び
幼
稚
園

に
あ
り
ま
す
。

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼町
役
場
福
祉
課

児
童
担
当
︵
☎
６
９
２
・
６
４
７

７
︶、
町
立
七
ツ
森
保
育
所
︵
☎
６

９
２
・
０
５
７
２
︶

①事前登録 「登録申込書」を七ツ森保育所病後児等保育
施設へ提出してください。前もってお子さん
の状況を伝えていただくことで、お子さん一
人ひとりに合った保育と看護を行います。

②予約 利用前日または当日、七ツ森保育所に電話で
予約をしてください。（利用は、予約順で 1
日 6人までとなります。また、予約をキャン
セルする場合は、早めのご連絡をお願いしま
す）

③かかりつけ医
の診察（利用前
日または当日）

医師の診察を受け、入院の必要がなく、病後
児等保育施設の利用が可能な場合、「医師連
絡票」をもらってください。
（町内に住所を有する児童の医師連絡票は、
町の医療費助成の対象となります。また雫石
診療所の場合は無料です）

④利用申し込み 「利用申込書」と「医師連絡票」を七ツ森保育
所病後児等保育施設に提出してください。

病後の回復期などにあるお子さんの一時保育を行う病後児等保育施設

◉施設の利用方法

回
復
期
に
あ
る
お
子
さ
ん
を
お
預
か
り
し
ま
す

病
後
児
等
保
育
が
始
ま
り
ま
し
た
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町
で
は
、
環
境
を
守
り
育
て
る
ま

ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て
、
平
成

二
十
二
年
七
月
に
環
境
基
本
計
画

を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
、

自
然
と
人
と
の
良
好
な
関
係
が
保

て
る
よ
う
、
町
民
・
事
業
者
・
行
政

が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
そ
の
責
務
を
自
覚

し
、
共
に
環
境
の
保
全
活
動
を
通

じ
、
安
全
な
環
境
の
中
で
自
然
と
共

に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
育
み
、
未
来
を

担
う
人
々
に
責
任
を
持
っ
て
伝
え

ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
こ
の
計

画
を
広
く
町
民
の
皆
さ
ん
、
事
業
者

へ
周
知
し
、
共
に
す
ば
ら
し
い
環
境

を
守
り
育
て
る
ま
ち
づ
く
り
に
努

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
平
成
二

十
三
年
度
は
、
町
民
の
環
境
に
対
す

る
意
識
・
知
識
を
高
め
る
た
め
町

民
環
境
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
フ
ラ
ワ
ー

ロ
ー
ド
、
地
域
植
栽
の
取
り
組
み
を

継
続
し
、
地
域
を
超
え
た
住
民
相
互

の
交
流
の
促
進
と
児
童
生
徒
の
健

全
な
成
長
を
促
す
契
機
に
な
る
よ

う
に
、
事
業
効
果
の
検
証
を
実
施

し
、
今
後
に
向
け
、
発
展
的
に
検
討

を
加
え
、
事
業
の
展
開
を
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
平
成
二
十
三
年
度
は

実
技
の
習
得
を
目
的
と
し
た
花
と

緑
の
ま
ち
づ
く
り
ガ
ー
デ
ン
講
座

を
開
催
し
、
花
と
緑
を
活
用
し
た
本

町
ら
し
い
景
観
形
成
を
実
現
す
る

た
め
の
基
盤
整
備
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

町
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
﹁
生
き
る
力
﹂
を
育
み
、
よ
り
良

い
社
会
を
形
成
す
る
一
員
と
し
て

育
成
し
て
い
く
こ
と
は
、
重
要
な
事

業
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
一
貫
性
の
あ
る
教
育
を
展
開

し
、﹁
知
・
徳
・
体
﹂の
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
教
育
を
進
め
、
基
礎
的
・
基

本
的
な
学
力
を
基
に
次
代
を
主
体

的
に
生
き
る
力
を
養
成
す
る
た
め

﹁
確
か
な
学
力
を
育
む
環
境
整
備
﹂

に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
教
員
の
授
業
力

向
上
の
た
め
の
﹁
教
育
実
践
交
流

会
﹂
の
実
施
や
、
岩
手
大
学
と
の
連

携
に
よ
る
小
中
学
生
の
学
習
支
援

な
ど
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
学

力
の
向
上
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、﹁
雫
石
町
教
育
振
興
基
本

計
画
﹂
を
策
定
し
、
雫
石
町
教
育
振

興
運
動
の
実
践
活
動
を
広
く
支
援

し
な
が
ら
、
地
域
教
育
力
向
上
と
子

ど
も
た
ち
の
学
力
を
高
め
る
環
境

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

﹁
雫
石
町
子
ど
も
プ
ラ
ン
﹂
に
基

づ
き
、
多
様
化
す
る
子
育
て
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
た
め
、
病
後
児
等
保
育

事
業
や
子
育
て
短
期
支
援
事
業
を

実
施
す
る
な
ど
、
保
護
者
の
就
労
を

支
援
し
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き

る
保
育
環
境
を
整
備
し
ま
す
。
子
育

て
の
悩
み
や
虐
待
防
止
な
ど
の
対

応
と
し
て
は
、
児
童
相
談
窓
口
な
ど

の
周
知
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
関

係
機
関
や
団
体
と
の
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
き
め
細
か
い
子
育
て
支
援

を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

高
齢
者
介
護
に
つ
い
て
は
、
平
成

二
十
四
年
度
か
ら
始
ま
る
第
五
期

介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
に
向

け
て
、
必
要
と
す
る
体
制
を
整
備

し
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
優
し
い
地
域

社
会
が
実
現
で
き
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
、
町
で
は
、
乳
幼
児
、
妊
産

婦
、
重
度
心
身
障
害
者
、
ひ
と
り
親

家
庭
を
対
象
と
し
た
医
療
費
の
給

付
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
平
成
二
十
二
年
度
か
ら
は
中
学

校
卒
業
ま
で
を
対
象
範
囲
と
し
た

﹁
安
心
子
育
て
医
療
費
給
付
事
業
﹂

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
医
療
費
の
無
料

化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
生
活
援

助
の
面
か
ら
医
療
費
の
無
料
化
は

未
来
へ
の
投
資
と
位
置
付
け
、
継
続

支
援
し
て
い
き
ま
す
。

これからの雫石
今年度はこう進める

住
民
主
役
の
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り

﹁
環
境
﹂﹁
教
育
﹂﹁
福
祉
﹂﹁
産
業
振
興
﹂﹁
住
民
自
治
﹂の
５
つ
の
重
点
事
業

平
成
23
年
度
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
深
谷
政
光
町
長
は
３
月
２
日
開
会

し
た
３
月
定
例
会
冒
頭
で
施
政
方
針
を
述
べ
、
第
二
次
町
総
合
計
画
基
本
構
想
に
掲
げ

た
町
の
将
来
像﹁
み
ん
な
が
主
役
誇
ら
し
く
心
豊
か
な
ま
ち
雫
石
﹂の
実
現
に
向
け
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
表
明
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
具
体
化
す
る
た
め
今
年
度

取
り
組
む
５
つ
の
重
点
事
業
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

環
境
保
全
・
景
観
形
成

事
業
へ
の
取
り
組
み

1

学
力
を
育
む
環
境
整
備

事
業
へ
の
取
り
組
み

2

子
育
て
支
援
・
介
護
対
策

事
業
へ
の
取
り
組
み

3

平成23年度町長施策方針
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平
成
二
十
三
年
度
は
、
こ
れ
ま
で

の
産
業
振
興
課
を
﹁
農
林
課
﹂、﹁
観

光
商
工
課
﹂
と
し
て
独
立
し
た
組
織

へ
と
再
編
を
行
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
農
業
に
つ
い
て
は
、
新
た

に
﹁
農
業
経
営
体
質
強
化
事
業
﹂
を

実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
園
芸
、
畜
産

な
ど
の
産
地
形
成
に
必
要
な
生
産

機
械
、
施
設
の
整
備
導
入
に
必
要
と

す
る
経
費
の
支
援
を
行
い
複
合
経

営
の
強
化
を
図
る
ほ
か
、
急
激
な
米

価
下
落
の
対
応
と
し
て
﹁
水
稲
生
産

緊
急
支
援
事
業
﹂
に
よ
る
稲
作
農
家

の
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

町
内
で
生
産
さ
れ
る
農
畜
産
物
に

付
加
価
値
を
つ
け
る
六
次
産
業
化

に
向
け
た
支
援
策
と
し
て
、
ア
グ
リ

ビ
ジ
ネ
ス
応
援
事
業
を
新
た
に
創

設
し
ま
す
。

林
業
に
つ
い
て
は
、
間
伐
材
の
有

効
活
用
に
加
え
、
森
林
の
多
面
的
機

能
が
発
揮
さ
れ
る
た
め
の
間
伐
材

搬
出
経
費
に
対
す
る
支
援
策
を
講

じ
て
い
き
ま
す
。

観
光
に
つ
い
て
は
、
本
町
へ
の
観

光
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
客
の
入
り

込
み
数
が
、
平
成
八
年
を
ピ
ー
ク
に

減
少
が
続
い
て
い
る
状
況
を
踏
ま

え
、
平
成
二
十
三
年
度
に
は
、
第
二

次
雫
石
町
総
合
計
画
を
基
本
と
し
、

観
光
施
策
の
抜
本
的
な
見
直
し
を

行
い
、
観
光
産
業
と
地
域
経
済
の
活

性
化
を
図
る
た
め
の︵
仮
称
︶﹁
雫
石

町
観
光
産
業
活
性
化
行
動
計
画
﹂
を

策
定
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
推
進

事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
二
年

度
ま
で
五
カ
年
計
画
と
し
て
全
七

十
四
行
政
区
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

組
織
の
設
立
を
目
標
に
事
業
展
開

し
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
二
十
二
年

度
ま
で
設
立
団
体
数
は
、
六
十
一
団

体
に
止
ま
っ
て
い
ま
す
。
既
に
組
織

さ
れ
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、

自
主
防
災
活
動
事
業
を
は
じ
め
各

種
活
動
事
業
に
、
活
発
な
取
り
組
み

を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
本
事
業

が
目
的
と
し
て
い
る
住
民
相
互
の

助
け
合
い
に
よ
る
地
域
づ
く
り
が

着
実
に
形
成
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
度
も
引
き
続
き
活

動
の
支
援
、
組
織
設
立
支
援
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
平
成
二
十
三
年
度
は
、
こ
れ

ま
で
の
経
過
や
成
果
の
検
証
を
行

い
、
活
動
事
業
の
見
直
し
を
検
討
す

る
と
と
も
に
、
町
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
組
織
連
絡
協
議
会
と
連
携
を

強
化
し
な
が
ら
、
現
在
の
学
校
区
を

単
位
と
し
た
自
治
区
の
設
立
に
向

け
た
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
こ

の
、
自
治
区
の
あ
り
方
や
制
度
設
計

に
つ
い
て
は
、
ま
ず
庁
内
職
員
で
検

討
を
進
め
る
と
と
も
に
、
今
後
、
住

民
の
皆
さ
ん
と
各
種
懇
談
会
な
ど

を
通
じ
て
対
話
を
繰
り
返
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
住
民
の
皆
さ
ん
の

ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
議
員

の
皆
さ
ん
と
十
分
に
議
論
を
重
ね

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
将
来
は
、
皆
さ
ん
の
﹁
住
民

自
治
﹂
に
対
す
る
意
識
の
高
ま
り
を

待
っ
て
、
行
政
主
導
で
は
な
く
、
全

て
の
地
域
活
動
の
運
営
と
経
営
を

地
域
住
民
が
主
体
で
担
う
体
制
づ

く
り
を
実
現
し
、
真
の
﹁
住
民
主
権

の
ま
ち
づ
く
り
﹂、﹁
新
し
い
雫
石
﹂

を
築
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

施政方針を述べる深谷町長

住民自治の実現に向け、活発な取り組みが広がっている地域コミュニティ組織による活動（中町一自治会による環境整備活動）住民自治の実現に向け、活発な取り組みが広がっている地域コミュニティ組織による活動（中町一自治会による環境整備活動）住民自治の実現に向け、活発な取り組みが広がっている地域コミュニティ組織による活動（中町一自治会による環境整備活動）住民自治の実現に向け、活発な取り組みが広がっている地域コミュニティ組織による活動（中町一自治会による環境整備活動）住民自治の実現に向け、活発な取り組みが広がっている地域コミュニティ組織による活動（中町一自治会による環境整備活動）住民自治の実現に向け、活発な取り組みが広がっている地域コミュニティ組織による活動（中町一自治会による環境整備活動）住民自治の実現に向け、活発な取り組みが広がっている地域コミュニティ組織による活動（中町一自治会による環境整備活動）住民自治の実現に向け、活発な取り組みが広がっている地域コミュニティ組織による活動（中町一自治会による環境整備活動）住民自治の実現に向け、活発な取り組みが広がっている地域コミュニティ組織による活動（中町一自治会による環境整備活動）住民自治の実現に向け、活発な取り組みが広がっている地域コミュニティ組織による活動（中町一自治会による環境整備活動）住民自治の実現に向け、活発な取り組みが広がっている地域コミュニティ組織による活動（中町一自治会による環境整備活動）住民自治の実現に向け、活発な取り組みが広がっている地域コミュニティ組織による活動（中町一自治会による環境整備活動）住民自治の実現に向け、活発な取り組みが広がっている地域コミュニティ組織による活動（中町一自治会による環境整備活動）住民自治の実現に向け、活発な取り組みが広がっている地域コミュニティ組織による活動（中町一自治会による環境整備活動）住民自治の実現に向け、活発な取り組みが広がっている地域コミュニティ組織による活動（中町一自治会による環境整備活動）住民自治の実現に向け、活発な取り組みが広がっている地域コミュニティ組織による活動（中町一自治会による環境整備活動）住民自治の実現に向け、活発な取り組みが広がっている地域コミュニティ組織による活動（中町一自治会による環境整備活動）住民自治の実現に向け、活発な取り組みが広がっている地域コミュニティ組織による活動（中町一自治会による環境整備活動）住民自治の実現に向け、活発な取り組みが広がっている地域コミュニティ組織による活動（中町一自治会による環境整備活動）住民自治の実現に向け、活発な取り組みが広がっている地域コミュニティ組織による活動（中町一自治会による環境整備活動）住民自治の実現に向け、活発な取り組みが広がっている地域コミュニティ組織による活動（中町一自治会による環境整備活動）住民自治の実現に向け、活発な取り組みが広がっている地域コミュニティ組織による活動（中町一自治会による環境整備活動）住民自治の実現に向け、活発な取り組みが広がっている地域コミュニティ組織による活動（中町一自治会による環境整備活動）住民自治の実現に向け、活発な取り組みが広がっている地域コミュニティ組織による活動（中町一自治会による環境整備活動）住民自治の実現に向け、活発な取り組みが広がっている地域コミュニティ組織による活動（中町一自治会による環境整備活動）住民自治の実現に向け、活発な取り組みが広がっている地域コミュニティ組織による活動（中町一自治会による環境整備活動）住民自治の実現に向け、活発な取り組みが広がっている地域コミュニティ組織による活動（中町一自治会による環境整備活動）住民自治の実現に向け、活発な取り組みが広がっている地域コミュニティ組織による活動（中町一自治会による環境整備活動）住民自治の実現に向け、活発な取り組みが広がっている地域コミュニティ組織による活動（中町一自治会による環境整備活動）住民自治の実現に向け、活発な取り組みが広がっている地域コミュニティ組織による活動（中町一自治会による環境整備活動）住民自治の実現に向け、活発な取り組みが広がっている地域コミュニティ組織による活動（中町一自治会による環境整備活動）住民自治の実現に向け、活発な取り組みが広がっている地域コミュニティ組織による活動（中町一自治会による環境整備活動）住民自治の実現に向け、活発な取り組みが広がっている地域コミュニティ組織による活動（中町一自治会による環境整備活動）住民自治の実現に向け、活発な取り組みが広がっている地域コミュニティ組織による活動（中町一自治会による環境整備活動）住民自治の実現に向け、活発な取り組みが広がっている地域コミュニティ組織による活動（中町一自治会による環境整備活動）住民自治の実現に向け、活発な取り組みが広がっている地域コミュニティ組織による活動（中町一自治会による環境整備活動）住民自治の実現に向け、活発な取り組みが広がっている地域コミュニティ組織による活動（中町一自治会による環境整備活動）住民自治の実現に向け、活発な取り組みが広がっている地域コミュニティ組織による活動（中町一自治会による環境整備活動）住民自治の実現に向け、活発な取り組みが広がっている地域コミュニティ組織による活動（中町一自治会による環境整備活動）住民自治の実現に向け、活発な取り組みが広がっている地域コミュニティ組織による活動（中町一自治会による環境整備活動）住民自治の実現に向け、活発な取り組みが広がっている地域コミュニティ組織による活動（中町一自治会による環境整備活動）住民自治の実現に向け、活発な取り組みが広がっている地域コミュニティ組織による活動（中町一自治会による環境整備活動）住民自治の実現に向け、活発な取り組みが広がっている地域コミュニティ組織による活動（中町一自治会による環境整備活動）住民自治の実現に向け、活発な取り組みが広がっている地域コミュニティ組織による活動（中町一自治会による環境整備活動）住民自治の実現に向け、活発な取り組みが広がっている地域コミュニティ組織による活動（中町一自治会による環境整備活動）住民自治の実現に向け、活発な取り組みが広がっている地域コミュニティ組織による活動（中町一自治会による環境整備活動）

地
域
産
業
支
援
強
化

事
業
へ
の
取
り
組
み

4
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地
域
経
営
促
進

事
業
へ
の
取
り
組
み
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円
高
な
ど
為
替
レ
ー
ト
や
株
価
の
変
動
に

伴
う
企
業
業
績
の
悪
化
や
デ
フ
レ
に
よ
る
景

気
の
抑
制
圧
力
が
続
い
て
お
り
、
町
内
に
お

き
ま
し
て
も
、
米
価
が
急
激
に
下
落
す
る
な

ど
全
般
的
に
は
所
得
の
回
復
が
見
ら
れ
な
い

状
況
下
に
あ
り
ま
す
。ま
た
、新
規
学
卒
者
の

就
職
難
を
は
じ
め
、
雇
用
環
境
も
依
然
と
し

て
、
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
町
の
発
展
と
町
民
ニ
ー

ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
限
ら
れ
た
財
源
を
計

画
的
、効
率
的
に
活
用
し
な
が
ら
、施
策
の
重

点
を
﹁
環
境
﹂、﹁
教
育
﹂、﹁
福
祉
﹂、
お
よ
び

﹁
産
業
振
興
﹂
に
﹁
住
民
自
治
﹂
を
加
え
た
５

つ
の
分
野
と
し
た
予
算
編
成
に
取
り
組
み
、

そ
の
結
果
、
一
般
会
計
の
予
算
額
が
七
十
八

億
七
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
他
特
別

会
計
な
ど
の
予
算
額
は
平
成
二
十
三
年
度
会

計
別
予
算
集
計
表
︵
表
１
︶
の
と
お
り
で
す
。

平
成
二
十
三
年
度
の
予
算
編
成
は
、平
成
二

十
二
年
十
一
月
中
旬
の
予
算
編
成
方
針
の
各

課
通
知
か
ら
始
ま
り
ま
す
。通
知
を
受
け
た
各

課
で
は
、
施
策
の
取
り
組
み
を
評
価
し
な
が

ら
、
予
算
を
編
成
。
予
算
調
整
担
当
で
あ
る
経

営
推
進
課
の
事
情
聴
取
を
経
て
、最
終
的
に
は

町
長
査
定
に
よ
り
予
算
案
を
決
定
し
ま
す
。

そ
の
後
、
平
成
二
十
三
年
二
月
下
旬
に
議

会
へ
送
付
、議
会
の
審
査
を
経
て
、予
算
の
成

立
と
な
り
ま
す
。

具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
次
の
と
お
り

で
す
。

編
成
か
ら
成
立
に
至
る
各
過
程
で
、
施
策
の

優
先
順
位
に
よ
る
選
択
や
事
務
事
業
の
検
証
に

よ
る
課
題
へ
の
的
確
な
対
処
に
向
け
、
予
算
を

精
査
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
二
月
末
の
人
口
︵
一
万
八
千

三
百
六
人
︶を
基
に
、町
民
一
人
当
た
り
に
使
わ

れ
る
お
金
を
計
算
す
る
と
、一
般
会
計
で
は
、四

十
二
万
九
千
九
百
十
四
円
に
な
り
ま
す
。
町
民

の
皆
さ
ん
が
納
め
て
い
る
町
税
や
国
、
県
か
ら

交
付
さ
れ
る
お
金
な
ど
を
大
切
に
使
い
、
町
税

の
約
三
・
七
倍
の
額
で
町
の
家
計︵
財
政
︶を
切

り
盛
り
し
た
結
果
が
今
回
の
予
算
で
す
。

町の予算町の予算
平成23年度

平成23年度会計別予算集計表（表1）

雫石町の平成23年度予算が議会3月定例
会で審査・可決されました。
その総計は、約134億5,689万円。
町民や企業の皆さんに納めていただいた
税金は、主に一般会計の事業に使われて
いるため、ここでは一般会計を中心に予
算の状況についてご紹介いたします。

二
十
三
年
度
予
算
の
特
徴

予
算
の
編
成
か
ら
成
立
ま
で

町
民
一
人
に
約
四
十
三
万
円

会計名 平成23年度 平成22年度 増減額 伸び率
一般会計
特別会計

企業会計　水道事業
総　　計

国民健康保険
老人保健
御明神財産区
下水道事業
農業集落排水事業
簡易水道事業
介護保険事業勘定
介護保険介護サービス事業勘定
雫石診療所
後期高齢者医療

78億7,000万円
51億5,447万円

20億231万円
−

238万円
9億9,793万円
1億5,707万円

2,753万円
13億6,693万円

1,084万円
4億6,469万円
1億2,479万円
4億3,242万円

134億5,689万円

77億7,000万円
48億2,477万円
19億7,611万円

60万円
1,415万円

8億3,909万円
1億6,096万円

3,046万円
12億1,610万円

1,063万円
4億4,000万円
1億3,667万円
5億2,700万円

131億2,177万円

1億円
3億2,970万円

2,620万円
△60万円

△1,177万円
1億5,884万円
△389万円
△293万円

1億5,083万円
21万円

2,469万円
△1,188万円
△9,458万円

3億3,512万円

1.3%
6.8%
1.3%
皆減

△ 83.2%
18.9%
△ 2.4%
△ 9.6%

12.4%
2.0%
5.6%

△ 8.7%
△ 17.9%

2.6%

内
　
　
　
訳

※特別会計とは、特別な収入があり、一般会計と分けて経理することで、収支をはっきり区別させた会計です。国民健康保険や介
護保険事業勘定、下水道事業など9会計があります。なお、老人保健特別会計は、平成23年度より廃止となります。
※企業会計とは民間企業と同じように、事業で収益をあげて運営されている会計です。水道事業会計の1会計のみです。

平
成
二
十
二
年

十
一
月
　
 

十
八
日
  

十
二
月

十
七
日
～

平
成
二
十
三
年

一
月二

十
日

二
十
一
日
 

二
十
五
日
 

二
十
八
日
～

ニ
月三

日
二
十
三
日
 

三
月ニ

日
十
日
～

十
七
日

十
八
日
 　

予
算
編
成
方
針
の
各
課
通
知

・
予
算
編
成
方
針
に
基
づ
き
、
事
務

事
業
の
評
価
結
果
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
各
課
で
予
算
要
求
の
作
業

︵
締
め
切
り

十
二
月
十
日
︶

予
算
要
求
事
情
聴
取︵
一
次
査
定
︶

・
予
算
調
整
担
当
で
あ
る
経
営
推

進
課
が
、
各
課
説
明
を
受
け
な

が
ら
、
要
求
内
容
を
精
査

・
要
求
内
容
で
、熟
度
が
低
い
も
の

な
ど
は
、減
額
と
し
、復
活
要
求
へ

一
次
査
定
結
果
の
各
課
通
知

各
課
復
活
要
求
の
取
り
ま
と
め

町
長
査
定
︵
ニ
次
査
定
︶

・
町
長
が
、
一
次
査
定
結
果
を
経

営
推
進
課
か
ら
説
明
を
受
け
な

が
ら
、
事
業
内
容
を
精
査

・
復
活
要
求
内
容
を
各
課
の
説
明

を
受
け
な
が
ら
精
査

・
最
終
的
な
予
算
の
調
整

予
算
案
の
議
会
送
付

議
会
三
月
定
例
会
招
集

予
算
特
別
委
員
会
で
審
査

予
算
の
可
決
・
成
立

﹁
み
ん
な
が
主
役

誇
ら
し
く
心
豊
か
な
ま
ち

し
ず
く
い
し
﹂

の
実
現
へ

予算成立までの流れ
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一　般　会　計　予　算

地方交付税
43.3％

地方交付税
43.3％

地方税
26.8％
地方税
26.8％

国・県支出金
11.9％

国・県支出金
11.9％

町債
7.9％

歳入

地方譲与税など
6.5％

【自主財源】
23億6,487万円
（30.4％）

【自主財源】
23億6,487万円
（30.4％）

【依存財源】
54億513万円
（69.6％）

【依存財源】
54億513万円
（69.6％）

負担金および分担金など　2.2％

使用料および
手数料
1.4％

区　　　　　　分 平成23年度 平成22年度 増減額

自
主
財
源

町 税 21億966万円 20億8,022万円 2,944万円

町 民 税 5億3,674万円 5億5,642万円 △1,968万円

固 定 資 産 税 13億3,905万円 12億9,485万円 4,420万円

軽 自 動 車 税 4,566万円 4,534万円 32万円

た ば こ 税 1億172万円 9,248万円 924万円

入 湯 税 8,649万円 9,113万円 △464万円

使用料及び手数料 9,531万円 1億1,122万円 △1,591万円

分担金及び負担金など 3億3,345万円 1億7,343万円 1億6,002万円

依
存
財
源

地 方 交 付 税 34億3,000万円 33億6,500万円 6,500万円

国 ・ 県 支 出 金 9億4,518万円 9億2,303万円 2,215万円

町 債 4億6,050万円 6億1,720万円 △1億5,670万円

地方譲与税など 4億9,590万円 4億9,990万円 △400万円
歳　　入　　合　　計 78億7,000万円 77億7,000万円 1億円

歳
　
入

町民一人当たりの主な収入
町　　　　税 使用料及び手数料 地方交付税 国・県支出金 町　　　　債

町民税、固定資産税、
軽自動車税、たばこ
税、入湯税からなる税
金

町の活動や事務の中
で受益を受けた特定
の方が納入するもの

国が所得税、法人税な
ど国税の一定割合を
町の財源を保障・調
整するため交付され
るもの

国、県が町に対してあ
る一定の基準により
交付するもの

地方交付税の不足分
を補うためや道路・
建物などを整備する
ための町の借金

115,244円 5,206円 187,370円 51,632円 25,156円 

区　　　分 平成23年度 平成22年度 増　減　額

民 生 費 18億9,898万円 18億5,029万円 4,869万円

衛 生 費 13億2,531万円 11億2,527万円 2億4万円

土 木 費 8億8,330万円 9億3,614万円 △5,284万円

教 育 費 8億7,760万円 8億2,374万円 5,386万円

総 務 費 8億7,417万円 9億3,052万円 △5,635万円

公 債 費 7億8,667万円 8億4,990万円 △6,323万円

農 林 水 産 業 費 5億6,452万円 5億9,127万円 △2,675万円

そ の 他 6億5,945万円 6億6,287万円 △342万円

歳 出 合 計 78億7,000万円 77億7,000万円 1億円

歳
　
出

歳 出

民生費
24.1%

衛生費
16.8%

教育費
11.2%

総務費
11.1%

土木費
11.2%

公債費
10.0%

農林
水産業費
7.2%

その他
8.4%

町民一人当たりの主な支出
民生費 衛生費 土木費 教育費 総務費 公債費 農林水産業費

103,735円 72,397円 48,252円 47,941円 47,753円 42,973円 30,838円

福祉や保育な
どに必要な経
費

福祉や保育な
どに必要な経
費

福祉や保育な
どに必要な経
費

福祉や保育な
どに必要な経
費

福祉や保育な
どに必要な経
費

福祉や保育な
どに必要な経
費

福祉や保育な
どに必要な経
費

福祉や保育な
どに必要な経
費

福祉や保育な
どに必要な経
費

福祉や保育な
どに必要な経
費

福祉や保育な
どに必要な経
費

福祉や保育な
どに必要な経
費

福祉や保育な
どに必要な経
費

福祉や保育な
どに必要な経
費

福祉や保育な
どに必要な経
費

福祉や保育な
どに必要な経
費

福祉や保育な
どに必要な経
費

福祉や保育な
どに必要な経
費

福祉や保育な
どに必要な経
費

福祉や保育な
どに必要な経
費

福祉や保育な
どに必要な経
費

ごみ処理、環
境保全、健康
づくりなどの
経費

ごみ処理、環
境保全、健康
づくりなどの
経費

ごみ処理、環
境保全、健康
づくりなどの
経費

ごみ処理、環
境保全、健康
づくりなどの
経費

ごみ処理、環
境保全、健康
づくりなどの
経費

ごみ処理、環
境保全、健康
づくりなどの
経費

ごみ処理、環
境保全、健康
づくりなどの
経費

ごみ処理、環
境保全、健康
づくりなどの
経費

ごみ処理、環
境保全、健康
づくりなどの
経費

ごみ処理、環
境保全、健康
づくりなどの
経費

ごみ処理、環
境保全、健康
づくりなどの
経費

ごみ処理、環
境保全、健康
づくりなどの
経費

ごみ処理、環
境保全、健康
づくりなどの
経費

ごみ処理、環
境保全、健康
づくりなどの
経費

ごみ処理、環
境保全、健康
づくりなどの
経費

ごみ処理、環
境保全、健康
づくりなどの
経費

ごみ処理、環
境保全、健康
づくりなどの
経費

ごみ処理、環
境保全、健康
づくりなどの
経費

ごみ処理、環
境保全、健康
づくりなどの
経費

ごみ処理、環
境保全、健康
づくりなどの
経費

ごみ処理、環
境保全、健康
づくりなどの
経費

道路や河川、公
園などを整備
する経費

道路や河川、公
園などを整備
する経費

道路や河川、公
園などを整備
する経費

道路や河川、公
園などを整備
する経費

道路や河川、公
園などを整備
する経費

道路や河川、公
園などを整備
する経費

道路や河川、公
園などを整備
する経費

道路や河川、公
園などを整備
する経費

道路や河川、公
園などを整備
する経費

道路や河川、公
園などを整備
する経費

道路や河川、公
園などを整備
する経費

道路や河川、公
園などを整備
する経費

道路や河川、公
園などを整備
する経費

道路や河川、公
園などを整備
する経費

道路や河川、公
園などを整備
する経費

道路や河川、公
園などを整備
する経費

道路や河川、公
園などを整備
する経費

道路や河川、公
園などを整備
する経費

道路や河川、公
園などを整備
する経費

道路や河川、公
園などを整備
する経費

道路や河川、公
園などを整備
する経費

庁舎管理、戸籍
管理、税金徴収
などの経費

庁舎管理、戸籍
管理、税金徴収
などの経費

庁舎管理、戸籍
管理、税金徴収
などの経費

庁舎管理、戸籍
管理、税金徴収
などの経費

庁舎管理、戸籍
管理、税金徴収
などの経費

庁舎管理、戸籍
管理、税金徴収
などの経費

庁舎管理、戸籍
管理、税金徴収
などの経費

庁舎管理、戸籍
管理、税金徴収
などの経費

庁舎管理、戸籍
管理、税金徴収
などの経費

庁舎管理、戸籍
管理、税金徴収
などの経費

庁舎管理、戸籍
管理、税金徴収
などの経費

庁舎管理、戸籍
管理、税金徴収
などの経費

庁舎管理、戸籍
管理、税金徴収
などの経費

庁舎管理、戸籍
管理、税金徴収
などの経費

庁舎管理、戸籍
管理、税金徴収
などの経費

庁舎管理、戸籍
管理、税金徴収
などの経費

庁舎管理、戸籍
管理、税金徴収
などの経費

庁舎管理、戸籍
管理、税金徴収
などの経費

庁舎管理、戸籍
管理、税金徴収
などの経費

庁舎管理、戸籍
管理、税金徴収
などの経費

庁舎管理、戸籍
管理、税金徴収
などの経費

町債（借金）を
返済する経費
町債（借金）を
返済する経費
町債（借金）を
返済する経費
町債（借金）を
返済する経費
町債（借金）を
返済する経費
町債（借金）を
返済する経費
町債（借金）を
返済する経費
町債（借金）を
返済する経費
町債（借金）を
返済する経費
町債（借金）を
返済する経費
町債（借金）を
返済する経費
町債（借金）を
返済する経費
町債（借金）を
返済する経費
町債（借金）を
返済する経費
町債（借金）を
返済する経費
町債（借金）を
返済する経費
町債（借金）を
返済する経費
町債（借金）を
返済する経費
町債（借金）を
返済する経費
町債（借金）を
返済する経費
町債（借金）を
返済する経費

学校教育、生涯
学習、文化振
興、スポーツ振
興などの経費

学校教育、生涯
学習、文化振
興、スポーツ振
興などの経費

学校教育、生涯
学習、文化振
興、スポーツ振
興などの経費

学校教育、生涯
学習、文化振
興、スポーツ振
興などの経費

学校教育、生涯
学習、文化振
興、スポーツ振
興などの経費

学校教育、生涯
学習、文化振
興、スポーツ振
興などの経費

学校教育、生涯
学習、文化振
興、スポーツ振
興などの経費

学校教育、生涯
学習、文化振
興、スポーツ振
興などの経費

学校教育、生涯
学習、文化振
興、スポーツ振
興などの経費

学校教育、生涯
学習、文化振
興、スポーツ振
興などの経費

学校教育、生涯
学習、文化振
興、スポーツ振
興などの経費

学校教育、生涯
学習、文化振
興、スポーツ振
興などの経費

学校教育、生涯
学習、文化振
興、スポーツ振
興などの経費

学校教育、生涯
学習、文化振
興、スポーツ振
興などの経費

学校教育、生涯
学習、文化振
興、スポーツ振
興などの経費

学校教育、生涯
学習、文化振
興、スポーツ振
興などの経費

学校教育、生涯
学習、文化振
興、スポーツ振
興などの経費

学校教育、生涯
学習、文化振
興、スポーツ振
興などの経費

学校教育、生涯
学習、文化振
興、スポーツ振
興などの経費

学校教育、生涯
学習、文化振
興、スポーツ振
興などの経費

学校教育、生涯
学習、文化振
興、スポーツ振
興などの経費

農林業の振興
や用水路整備
などの経費

農林業の振興
や用水路整備
などの経費

農林業の振興
や用水路整備
などの経費

農林業の振興
や用水路整備
などの経費

農林業の振興
や用水路整備
などの経費

農林業の振興
や用水路整備
などの経費

農林業の振興
や用水路整備
などの経費

農林業の振興
や用水路整備
などの経費

農林業の振興
や用水路整備
などの経費

農林業の振興
や用水路整備
などの経費

農林業の振興
や用水路整備
などの経費

農林業の振興
や用水路整備
などの経費

農林業の振興
や用水路整備
などの経費

農林業の振興
や用水路整備
などの経費

農林業の振興
や用水路整備
などの経費

農林業の振興
や用水路整備
などの経費

農林業の振興
や用水路整備
などの経費

農林業の振興
や用水路整備
などの経費

農林業の振興
や用水路整備
などの経費

農林業の振興
や用水路整備
などの経費

農林業の振興
や用水路整備
などの経費

※平成23年2月末現在人口18,306人で計算

※平成23年2月末現在人口18,306人で計算
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町の予算は、桁数も多く、いろいろな財政用語も使われている
ため、なじみにくく分かりづらいのが実情です。そこで、町の予
算をある家族（牧場さん一家）の家計に置き換えて紹介します。

※   平成 23年 2月末現在で町内に 6,138世帯ありますが、町の平成 23年度予算
（一般会計）を、1世帯当たりの規模（6,138分の 1）に置き換えて、1カ月分の
家計として表してみました。

収入

夫：杉夫さん
会社員

妻：菊恵さん
パート勤務

子：しんごさん
大学生

（1人暮らし）

子：うぐいすさん
中校生

雫石町の一般会計
予算を牧場さん一家
の家計に例えると…

23年度予算
（一般会計）

牧場家の家計簿
今月

（23年度）
先月

（22年度）

町 民 税
固定資産税
軽自動車税
た ば こ 税
入　湯　税

21億966万円 給　　　料 343,705円 338,908円 

使 用 料 及 び
手 数 料 、
繰 越 金
な　　　　　ど

2億7,578万円 パート収入 44,930円 43,852円 

地 方 交 付 税 、
国 ・ 県 支 出 金
な　　　　 ど

48億7,109万円 実家からの
仕　送　り 793,595円 780,047円 

町 　 債 4億6,050万円 銀行ローン 75,025円 100,554円 

繰 入 金 1億5,297万円 預 金
引 き 出 し 24,922円 2,524円 

合　計 78億7,000万円 合　計 1,282,177円 1,265,885円

町
税

支出
23年度予算【性質別】

（一般会計）

牧場家の家計簿
今月

（23年度）
先月

（22年度）
人 　 件 　 費 17億8,309万円 食　　　費 290,500円 286,597円 

扶 　 助 　 費 8億5,103万円 医 療 費
保 険 費 138,649円 131,946円 

公 　 債 　 費 7億8,665万円 銀行ローン
返 済 128,161円 138,463円

物 　 件 　 費 15億314万円
日常品購入
光 熱 水 費
な ど

244,890円 259,131円

補　助　費　等 9億8,518万円
町内会費・
クラブ活動
費 な ど

160,505円 144,009円

積 立 金 、
投資・出資金・
貸 付 金

6,539万円 預金など 10,654円 13,618円 

繰 出 金 14億5,310万円
子 

（しんごさん）
への仕送り

236,739円 199,284円

投 資 的 経 費
維 持 補 修 費 4億4,242万円

家の改築・
家電の修理
な ど

72,079円 92,837円

合　計 70億7,000万円 合　計 1,282,177円 1,265,885円 

家族構成

医療費・保険費（扶助費）が増加傾向にあるね。
やむを得ない出費とはいえ、予防に努めていかない
とね。
ただ、銀行ローン返済（公債費）は減少してきてるよ。
銀行ローン（町債）の借り入れは、返済とのバラン
スをみながら、今後も計画的にいかなければならな
いな。

預金引き出し（繰入金）が増えたわ。
【平成 22年度末預金（基金）残高：21万 5,143円】
出費自体が増えている証拠ね。
給料も（町税）も実家からの仕送り（地方交付税など）
もこの先どうなるか分からない。
気を引き締めていかないとね。

仕送り（繰出金）が大分増えたね。
ボクの家計も大変だけど、そんなことも言ってられな
いね。
アルバイトなど収入を増やす努力をして、仕送りを減
らすことができるようにがんばるよ。

23      年度
会計名 期首残高 期中借入額 期中元金償還額    期末残高

一 般 会 計 69億4,333万円 4億6,050万円 6億8,326万円 67億2,057万円

下 水 道 事 業 59億4,744万円 3億1,410万円 4億2,596万円 58億3,558万円

農業集落排水事業 19億7,382万円 9,651万円 18億7,731万円

雫 石 診 療 所 8億4,510万円 1,008万円 8億3,502万円

企業会計　水道事業 8億3,744万円 1,841万円 8億1,903万円

合　　　　計 165億4,713万円 7億7,460万円 12億3,422万円 160億8,751万円

町の借金である町債の状況についてお知らせします。
平成23年度当初の町債の残高は、一般会計では、69億
4,333万円です。また、一般会計と分けて経理をしている特
別会計と企業会計分は96億380万円です。町の全会計で
は165億4,713万円となります。
平成23年度末の町債残高見込みは、一般会計で67億
2,057万円となり約2億2千万円の減額、全会計では160
億8,751万円となり、約4億6千万円の減額となる見込
みです。（会計別の詳細は左表を参照）
特別会計と企業会計は、独立採算が基本で、事業収入によ
り各会計の町債を償還（返済）することが望ましいのです
が、現状では、一般会計からの繰出金の補てんが必要な状況
にあります。
町債残高は徐々に減少してきていますが、今後も借入額
と償還額のバランスを考慮し、引き続き残高を減らしてい
くとともに、特別会計と企業会計は事業収入の確保に努め
ていきたいと思います。　

特
別
会
計

いったい借金っていくらあるの？
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● 総　務　全　般 ●
◆環境基本計画推進事業　約11万円
環境基本計画の推進のため、施策の進捗状況を把握・評価すると
ともに優れた「環境を守り育てるまちづくり」に向けて意識の高
揚を図ります。
◆滞納整理事業　約266万円
臨戸徴収活動の実施や滞納者に対する緻密な納付相談など収納体
制を強化し、高額及び悪質な滞納者に対しては迅速かつ厳正な滞
納処分などを実施し、税負担の公平性、町税の確保に努めます。

● 民　生　全　般 ●
◆消費者支援事業　約2,049千円
契約トラブルや多重債務、食品や製品の安全性等への対策を強化
するため、町相談員配置や消費者救済資金貸付事業公金預託を実
施するほか、盛岡広域８市町村が協定を結び、実務を共同処理す
ることで、相談者への支援の充実と利便性向上に努めます。
◆医療費助成事業　約1億1,817万円
重度の心身障がい者やひとり親家庭、中学校卒業までの児童・生
徒などを対象に、医療費の助成を行い、生活の支援と少子化対策
を図ります。
◆地域コミュニティ推進事業　約1,163万円
自主防災活動事業などへの取り組みを通じ、地域の自治能力の醸
成を図ることで、住み良い地域づくりを推進するとともに、住民
自治の在り方について検討を進めます。
◆病後児等保育事業　約450万円
幼児が、病み上がりのために集団保育が困難な時期において、緊
急、一時的に保育する体制を整備し、子育てと保護者の就労支援
を図ります。

● 衛　生　全　般 ●
◆予防接種事業　約4,754万円
従来からの感染症の予防接種に加え、子宮頸がんに対するワクチ
ンやヒブワクチン、小児用肺炎球菌ワクチンの三種の予防接種を
実施し、予防対策の強化を図ります。（※現在は接種を一時見合
わせています。詳しくは保健センター（692‑2227）までお問い合わ
せください。）
◆節目総合健康診査事業　約727万円
生活習慣病の早期発見と早期治療のため、35歳以上を対象に節目
総合健康診査を実施し、きめ細かな保健活動を推進します。
◆精神保健福祉保健事業　約349万円
自殺の予防、減少に向けて、防止対策の専門的講演会やセミ
ナー、ボランティアによる傾聴活動などを継続し、心の健康づく
り対策連絡会議と連携を図り、心の健康づくりを推進します。
◆浄化槽補助金交付事業　約1,455万円
公共下水道、農業集落排水の整備区域外の浄化槽整備においてそ
の整備費及び維持管理費に町単独で上乗せ助成を行い、汚水処理
経費負担の標準化と水質保全への取り組みを支援します。

● 農　林　全　般 ●
◆農業経営体質強化事業【新規】　約2,180万円
園芸・畜産等の産地形成に必要な機械設備や生産施設の整備に対
して助成を行い、雫石型複合農業の経営体質の強化を図ります。
◆水稲生産緊急支援事業【新規】　約2,074万円
平成22年産米の価格低迷をうけ、平成23年度において、水稲栽培
面積に応じて助成を行い、農業経営の支援と耕作放棄地の拡大防
止を図ります。
◆アグリビジネス応援事業【新規】　約300万円
農畜産物の６次産業化へ向けた加工施設、直売施設などの整備に

対して助成を行い、雫石産農作物の付加価値を高め、農家所得の
向上を図ります。
◆肉用牛振興対策事業　約415万円
雫石型複合経営の一つの柱である畜産振興を目的に、肉用牛の生
産、改良、増殖、肥育事業への助成を継続実施し、「雫石牛」の
産地確立化を図ります。
◆大村地区中山間地域総合整備事業　約146万円
大村地区の営農飲雑用水施設を主体とした県営農村環境基盤整備
に係る調査が計画されており、早期の事業化を推進します。
◆間伐材搬出促進事業【新規】　約100万円
民有林の間伐材搬出に対して助成を行い、間伐材の有効活用と森
林の荒廃防止に努めます。

● 観　光　商　工　全　般 ●
◆雇用対策事業　約615万円
町内に居住する新規高卒者を常用雇用する事業主に対し、新規高
卒者1人につき月5万円を助成して、就職先確保と町内事業所の経
営支援を図ります。
◆中心市街地活性化推進事業　約1,316万円
まちおこしセンターなど中心市街地において、誘客イベント活動
や、商業、農業、観光など多様な分野と連携した事業を実施し、
賑わいのある中心市街地の再生に向けた取り組みを推進します。
◆物産振興事業　約1,506万円
市場開拓や販路拡大に要する活動に対して助成などを行い、地域
資源を活かした特産品販売を支援します。
◆観光協会事業　約1,839万円
一般社団法人しずくいし観光協会による旅行商品販売等の集客事
業に対して助成を行い、にぎわいある観光の再生に向けた取り組
みを支援します。

● 土　木　全　般 ●
◆町道新設改良事業　約1億201万円
日常生活に直結した生活関連道路を必要性や利用度、優先度によ
り計画的に町道の改良や舗装工事を実施し、利便性の向上に努め
ます。
◆橋梁維持管理事業　約2,456万円
平成22年度までに実施した橋長５m以上の橋梁点検の結果に基づ
き、計画的な修繕や更新による橋梁の長寿命化を推進します。

● 消　防　全　般 ●
◆消防施設等整備事業　約3,829万円
第３分団第２部屯所の移転新築に向けた設計、第５分団第４部に
配備する消防ポンプ自動車の整備更新などを実施し、より消防体
制を強固なものにして、安全・安心なまちづくりを推進します。

● 教　育　全　般 ●
◆学校教育振興事業　約230万円
岩手大学との連携による小中学生の学習支援など1人ひとりの
個々に応じたきめ細かな指導を行い、子どもたちの学力向上への
取り組みを推進します。
◆外国語活動推進事業　約593万円
外国人指導助手や地域人材を活用した英語活動の支援を通じて、
学習指導要領の改訂に伴う指導体制を整備するとともに、子ども
たちの学力向上への取り組みを推進します。
◆地域教育力推進事業　約349万円
地域、家庭、学校、行政が連携して地域の特色ある活動や持続性
のある活動に対して支援し、地域の創意と工夫により、子どもの
「学力向上」と「健全育成」を図ります。

23年度予算で実施する重点事業と主要施策
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　人事配置 平成23年度の人事異動が行われ、課長級10人を含む
98人が異動しました。課の統廃合に伴う業務内容の変
更、配置職員は下記のとおりです。

課長▶米澤康成 千葉昇、高橋賢秀、瀬川拓也、古川端琴也、高橋孝弘（紫波町交流職員）、石塚賢一、上和野悟、沼田伸
吾、岡本信、松ノ木初美、鷹觜あゆみ

課長▶櫻田久耕 吉田留美子、柳屋るり子、徳田秀一、澤口憲英、萱場理花、福田英子、上野浩一、相澤幸司、橘拓也、安
本則子、岩持直幸、四ツ家広衣、高橋章、沼田昌三、村田崇、照井貴幸（岩手県後期高齢者医療広域連
合へ派遣）、上家恵理子（紫波町へ派遣）、晴山正基

課長▶谷藤佳宏 佐々木正己、岩持勝利、畠山美幸、三輪順子、大坪正人、山口善英、鈴木美佳、熊谷陽子、吉田耕大、土
橋章子、古前田慎也、杉澤崇之、菊池智也（岩手県へ派遣）

課長▶中村光男 上野基、米澤知子、山本めぐみ、澤口浩己

課長▶米澤稔彦 松木里子、小山純子、志田透、平野友彦、藤原瑞枝、浦田佳代子、岡本麗理

課長▶米澤誠 吉田光彦、高村正子、小川佐冨、高橋真澄美、徳田明子、大久保浩和、和川香織、千葉吉夫、田沼亜紀、
木内健夫、三輪健、岡森篤、吉村和恵、中村紘子、岩渕男（新採用）、玉山直子（新採用）、【御明神保育
所】所長▶吉田智恵子、中川清子、工藤美智子、高畑智江子、下黒澤けい子、徳田誠子、峰川行子、【西
根保育所】所長▶堀合由紀子、上野登紀子、横森栄子、森合淳子、細川浩子、工藤成衣子、堂前節子、【橋
場へき地保育所】石洞清子、【大村へき地保育所】谷藤富子、指定管理▶七ツ森保育所、児童館

課長▶高橋善一 細川悦子、矢幅泰子、中村晴光、櫻田紀子、中村博、伊藤佳代、荒澤夏美、齋藤慶祐

課長▶高橋芳美 上村光俊、髙橋由美子、武田トシ子、米澤ルリ子、朝賀絵美、下川原江美子、加藤芳子、原希代子

課長▶米澤一好 竹林千代、大橋育代、高村克之、小志戸前浩政、天川雅彦、高橋直也、浦田忍、平野藍貴、中田美沙、武
田遥菜、廣野恵、佐藤光（新採用）、古館謙太郎、中上義久（改良区から出向）、大宮文彦（改良区から
出向）

課長▶川崎寿博 下川原正之、小林由美子、岩井真晴、高橋基、高橋俊則、川村佳樹、高橋沙央里（新採用）

課長▶米澤衛 簗場徳光、加藤秀行、高八卦喜子、高橋恵、福田良和、大宮愛沙、佐藤洋、谷藤崇、高橋和範、昆野要（新
採用）、千葉幸広

課長▶高橋道広 上澤田のり子、畠山康、小森健二、和川岳、坂井悟、桐山真一、阿部大輔、山本友恵、大橋真里菜、木
村遥来、大下聖

所長▶秋山法宏
（健康センター所長
兼務）
事務長▶若林武文

藤澤陽子、岩崎千穂、小原祐子、原篤志、遠藤まゆみ、古川美奈子、下澤田純子、石澤栄子、志田日出
子、竹原恵美子、石亀真由美、岩田恵美子、櫻糀直美、佐々木遊、細川景子、横森裕香、工藤絵利香、加
藤忍、本郷嘉一

課長▶細川清美
（会計管理者兼務）

千葉悦子、坂井峰子、徳田靖、橘美夏

課長▶高橋啓二 高橋健造、田辺茂、坂井一博、上路里子、高藤萌美（新採用）、渡辺ひとみ、三浦裕明（県教委から派遣）、【雫
石中学校】村田和広、小野寺千恵子、中屋敷智美、【雫石小学校】晴山信一、今野千佳子、金澤さおり、【七ツ
森小学校】徳田直美、檜山美智子、松岡桂子、【上長山小学校】矢幅孝、小田恵、【下長山小学校】大橋敬子、
【西根小学校】細川司、高橋美鈴、【御明神小学校】山本好則、藤澤好美、【橋場小学校】荒塚広子、【大村小学
校】新里浩人、長澤タキ、【南畑小学校】堀内友和、細川エリ子、【安庭小学校】桐田勝、藤倉敬子

課長▶小田純治 土樋雅人、正木裕之、柴田慈幸、竹花奈緒美、大櫻陸

課長▶常陸欣弘 細川純一、中塚栄子、川崎朱美、新里和之、澁田陽一、熊谷友里、伊藤昭史、熊谷直人、藤原拓也、高
橋望、柿木剛

局長▶小原千里 川崎欣広

清水真紀

局長▶高橋幸一 諏訪誠、太田弘幸、米澤学、前田沙智子

局長▶小原千里
（議会事務局長兼務）
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13

平成23年度　　

経営推進課 総合計画、財政、政策評価、行政改革、土地利用調整、統計調査、広聴広報、NPO
等支援、情報政策、町ホームページ、ふるさと文化振興基金、ふるさと納税、町
政懇談会、テレビ難視聴地域解消、定住促進　など

町長
深谷　政光

総務課

税務課

環境対策課

住民課

福祉課

保健課

健康推進課

農林課

観光商工課

地域整備課

上下水道課

雫石診療所

学校教育課

社会教育課

生涯文化課

議会事務局

監査委員会事務局

出納課

農業委員会事務局

町長・副町長の秘書、人事管理、職員研修、例規制定改廃、情報公開、個人情
報保護、町有財産管理、消防防災、防犯交通、防犯灯・街路灯整備、自衛隊募
集・協力会、山岳遭難対策、その他行政一般　など

町県民税や諸税の賦課・徴収、固定資産税に係る評価、公課などの諸証明・閲
覧、税の収納・督促、税の徴収猶予・差し押さえなど滞納処分、所得・課税・
納税に係る証明 など

廃棄物処理、資源循環、エネルギー、地球温暖化、公害、犬の登録、狂犬病予防　など

戸籍、住民票、印鑑登録、外国人登録、出生届、死亡届、諸証明の交付、行政
区長連絡調整、地域コミュニティ、生活交通対策（あねっこバスなど）、花と緑
のまちづくり事業、火葬場・墓地公園　など

高齢者福祉、介護予防、介護保険、障がい者福祉、生活保護、児童福祉、子育て支援、保
育所、児童館、民生児童委員、人権擁護、人権啓発、援護・恩給、消費者行政　など

国民健康保険、後期高齢者医療保険、国民年金、各種医療費助成、患者等輸送
車、医療行政、休日当番医　など

保健センター・健康センターの管理運営、妊産婦・母子保健、予防接種、歯科保健、
感染症予防、健康増進事業、特定保健指導、精神保健、食生活改善、献血　など

農林畜産業の企画・振興、農業者団体育成、農業振興地域整備計画、農業者団
体育成、農業施設維持管理、土地改良事業、米穀・園芸特産の振興、農業者起
業化活動支援、農作物災害、御明神財産区、有害鳥獣駆除、防災ダム　など

観光振興、自然公園保護、観光施設の維持管理、商工業の振興、中心市街地活
性化、雇用対策、企業誘致、産業間連携　など

道路・橋りょう・河川の新設・管理・維持補修・改良等土木建設、災害復旧工事、町営
住宅管理・建設、定住促進住宅管理、境界立会、都市計画事業、景観、公園管理　など

上水道・下水道施設の整備・維持管理、浄化槽設置、負担金・分担金・使用料
の徴収　など

診療、看護、検査、町民の健康管理・療養指導相談　など

公金の出納・管理、県収入証紙の出納・管理、物品の出納・管理　など

学校教育、児童・生徒の就学、学校保健、学校給食、学校施設管理、教育相談、
就学援助、教育委員会の運営、地域資源活用バス運行　など

社会教育、生涯学習の推進、文化芸術振興、文化財保護、国際交流、男女共同
参画推進、生涯スポーツ振興、社会体育施設管理　など

町立公民館の管理運営、生涯学習事業、ホール芸術文化事業、生涯スポーツ事
業、図書館の管理運営　など

町議会、請願・陳情の受け付け、常任委員会・特別委員会、議会広報の発行　など

監査委員の事務補助　など

農地の権利設定・転用・相続、農業者年金、結婚相談　など

会計管理者
細川　清美

教育委員会教育長
吉川　健次

1F

2F

3F

庁舎外

※■は新たな課

※平成23年度から
町長デスクは役場
庁舎２階中央に移
動しました。

副町長

選挙管理委員会事務局 選挙の管理執行と選挙に関する啓発　など

広報しずくいし●2011年4月10日●第679号

sizu̲1104  11/04/09  12:02  ページ 13



例
年
平
日
に
開
催
し
て
い
た
懇

談
会
で
す
が
、
今
回
は
よ
り
た
く

さ
ん
の
皆
さ
ん
と
の
対
話
の
機
会

を
増
や
す
た
め
、
土
日
に
開
催
し

ま
し
た
。
町
内
四
地
区
公
民
館
に

は
、
昨
年
よ
り
五
十
人
多
い
延
べ

百
三
十
人
が
参
加
し
、
地
区
の
現

状
や
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の

あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
意
見
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。

代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
▼
町

道
整
備
▼
小
学
校
の
統
廃
合
・
雫

石
高
校
の
存
続
に
つ
い
て
▼
農
業

を
は
じ
め
と
す
る
産
業
振
興
策
▼

雫
石
診
療
所
の
今
後
・
・
・
な
ど

に
つ
い
て
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。そ

の
他
に
も
▼
街
路
灯
の
維
持

管
理
に
関
す
る
こ
と
▼
交
通
事
故

多
発
地
点
へ
の
赤
色
回
転
灯
の
設

置
▼
市
町
村
合
併
の
町
長
の
所
見

▼
自
殺
対
策
・
・
・
な
ど
、
地
域

に
密
着
し
た
課
題
に
つ
い
て
の
意

見
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
、
七
十
四
に
及
ぶ
さ
ま
ざ

ま
な
意
見
や
質
問
が
あ
り
、
そ
れ

に
対
す
る
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

な
お
、
各
地
区
の
懇
談
内
容
は

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
行
政
情
報

コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
回
答
事
項
の
中

に
は
、
懇
談
会
後
に
改
善
措
置
さ

れ
た
内
容
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

︻
問
︼昨
年
は
猛
暑
と
米
価
の
値
下

が
り
で
農
家
は
大
変
厳
し
い
状
況

に
な
っ
て
い
ま
す
。
農
業
へ
の
支

援
策
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

︻
答
︼昨
年
十
二
月
町
議
会
で
も
同

様
の
ご
質
問
を
議
員
か
ら
受
け
ま

し
た
。
町
に
農
業
活
性
化
基
金
が

六
千
万
円
あ
り
何
か
活
用
で
き
な

い
か
検
討
し
、
三
月
議
会
で
、
園

芸
・
畜
産
に
係
る
生
産
機
械
、
施

設
の
整
備
導
入
費
用
を
支
援
す
る

﹁
農
業
経
営
体
質
強
化
事
業
﹂と
稲

作
農
家
を
支
援
す
る
﹁
水
稲
生
産

緊
急
支
援
事
業
﹂
な
ど
に
よ
る
農

家
支
援
に
必
要
な
予
算
を
提
案
し

認
め
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
平
成
二

十
三
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

深
谷
政
光
町
長
が
各
地
区
で
直
接
町
民
の
皆
さ
ん
と
対
話
し
、住
民

と
行
政
が
お
互
い
の
意
見
を
交
換
し
た
﹁
町
政
懇
談
会
︵
町
長
と
の
対

話
︶
が
一
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
、
四
地
区
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
会
場
で
は
、
深
谷
町
長
か
ら
町
政
報
告
を
行
っ
た
後
、
参
加
者
と

活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

対
話
町
政
懇
談
会
の
模
様
を
振
り
返
る

29人が参加した西山公民館

休
日
開
催
で
参
加
者
も
増
え
る

懇
談
会
で
の
主
な
内
容
は
…
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︻
問
︼街
路
灯
か
ら
防
犯
灯
へ
の
切

り
替
え
を
要
望
し
ま
す
。
過
去
に

納
税
組
合
で
街
路
灯
を
維
持
管
理

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
そ
の
組

合
が
な
く
な
っ
て
お
り
電
気
料
の

支
払
い
も
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

︻
答
︼
検
討
の
結
果
、
街
路
灯
の
電

気
料
金
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十

三
年
度
か
ら
町
で
全
額
支
出
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。な
お
、電
球
交

換
な
ど
の
維
持
修
繕
は
こ
れ
ま
で

ど
お
り
組
合
の
皆
さ
ん
の
管
理
を

お
願
い
し
ま
す
。

︻
問
︼本
日
の
出
席
者
を
み
て
も
五

十
代
以
上
の
方
が
多
い
よ
う
で
す

が
、
若
い
人
た
ち
に
も
周
知
し
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

︻
答
︼
周
知
に
つ
い
て
は
、
広
報
紙

と
区
長
さ
ん
な
ど
に
通
知
し
た
も

の
で
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
は
や
っ
て
お

り
ま
せ
ん
の
で
、
来
年
度
検
討
し

広
く
周
知
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

︻
問
︼学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て
で

す
が
、
一
万
八
千
人
の
人
口
に
十

校
の
小
学
校
を
維
持
し
て
い
く
の

は
財
源
な
ど
大
変
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
縮
小
と
か
の
考
え
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

︻
答
︼統
合
問
題
に
つ
い
て
平
成
十

八
年
度
の
意
識
調
査
で
は
、
賛
否

半
々
の
割
合
で
し
た
が
、
昨
年
の

保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
三
分

の
一
は
現
状
維
持
、
三
分
の
二
が

統
廃
合
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
と

の
解
答
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

今
後
、
地
域
の
方
と
さ
ら
に
議
論

し
方
向
性
を
出
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
い
ず
れ
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
最
適
な
学
習
環
境
を
優

先
し
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

︻
問
︼町
長
が
言
わ
れ
る
学
校
区
単

位
の
住
民
自
治
と
は
ど
う
い
う
こ

と
か
、
も
う
少
し
具
体
的
に
お
聞

き
し
ま
す
。

︻
答
︼今
の
と
こ
ろ
か
な
り
大
枠
な

話
を
し
て
い
る
の
で
分
か
り
づ
ら

い
と
思
い
ま
す
が
、ま
ず
、町
と
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
密
着
し

て
い
る
学
校
区
を
主
体
に
﹁
住
民

自
治
区
﹂と
い
う
組
織
を
作
り
、行

政
区
を
残
し
つ
つ
や
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、そ

の
住
民
自
治
区
に
町
の
予
算
を
付

け
て
い
く
よ
う
考
え
て
い
る
も
の

で
す
。四
年
間
で
そ
の
体
制
を
、皆

さ
ん
と
相
談
し
な
が
ら
提
案
し
て

や
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

︻
問
︼雫
石
診
療
所
は
救
急
や
夜
間

診
療
の
対
応
が
な
く
な
っ
た
と
聞

い
て
い
ま
す
。
何
と
か
対
応
し
て

も
ら
え
る
よ
う
検
討
し
て
も
ら
え

な
い
で
し
ょ
う
か
。

︻
答
︼
診
療
所
に
つ
い
て
は
、
急
患

な
ど
で
不
便
な
こ
と
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。
病
院
経
営
の
こ
と
で
あ

り
、
診
療
所
長
と
赤
字
削
減
な
ど

に
つ
い
て
話
を
し
て
い
ま
す
が
、

コ
ス
ト
高
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
赤

字
を
減
ら
す
た
め
、
各
種
検
査
の

実
施
な
ど
で
収
入
を
確
保
し
て
、

診
療
所
を
有
効
に
活
用
し
て
い
く

方
策
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

︻
問
︼下
水
道
の
負
担
金
の
見
直
し

の
要
望
に
つ
い
て
で
す
が
、
岩
手

町
で
は
一
律
上
水
道
管
の
口
径
に

対
し
十
五
万
円
で
し
た
。
雫
石
町

も
料
金
を
統
一
し
て
く
だ
さ
い
。

︻
答
︼
下
水
道
受
益
者
負
担
金
は
、

対
象
土
地
一
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た

り
四
百
円
を
乗
じ
た
額
と
し
て
い

ま
す
が
、
土
地
面
積
が
千
平
方

メ
ー
ト
ル
を
超
え
た
も
の
な
ど
に

つ
い
て
は
、
徴
収
猶
予
制
度
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
負
担
金
の
見
直
し
要
望
も

あ
る
こ
と
か
ら
今
後
検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

︻
問
︼
町
長
か
ら
﹁
道
の
市
﹂
と
い

う
言
葉
を
聞
き
ま
し
た
。
そ
の
内

容
は
ど
う
い
う
も
の
を
考
え
て
い

る
の
で
す
か
。

︻
答
︼地
域
の
方
々
が
住
民
自
治
区

を
構
成
し
て
い
く
中
で
、
自
分
た

ち
で
経
営
し
て
い
け
る
会
社
み
た

い
な
の
が
で
き
な
い
か
と
い
う
提

案
で
す
。
自
治
区
で
特
徴
を
出
し

て
、
や
っ
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
冬
場
の
商
品
が
な
い
と
い

う
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、
地
域
に

活
気
を
出
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
考
え
て
い
る
も
の
で
す
。

御明神公民館　25人参加

中央公民館　49人参加

御所公民館　27人参加
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平
成
二
十
二
年
度
の
岩
手
県
消
防
表

彰
の
受
章
者
が
発
表
さ
れ
、
本
町
か
ら

合
わ
せ
て
十
九
人
が
受
章
し
ま
し
た
。

受
章
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。︵
敬
称

略
、
階
級
は
平
成
二
十
二
年
度
時
点
︶

︻
消
防
庁
長
官
表
彰
︼

永
年
勤
続
功
労
章
▽
本
部
分
団
長
　
早

坂
修
一

同
▽
第
一
分
団
長
　
徳
田
雅
博

︻
岩
手
県
知
事
表
彰
︼

功
績
章
▽
第
一
分
団
第
二
部
部
長
　
相

模
正
利

同
▽
第
一
分
団
第
四
部
部
長
　
細
川
民

男 表
彰
平
成
22
年
度
岩
手
県
消
防
表
彰

町
消
防
団
関
係
者
19
人
が
受
章

日
本
国
内
に
住
む
す
べ
て
の
人
は
、

二
十
歳
に
な
っ
た
と
き
か
ら
国
民
年
金

の
被
保
険
者
と
な
り
、
保
険
料
の
納
付

が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。し
か
し
、学
生

は
一
般
的
に
所
得
が
少
な
く
、
保
険
料

の
納
付
が
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
二

十
歳
以
上
の
学
生
を
対
象
に
、
申
請
に

よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

﹁
学
生
納
付
特
例
制
度
﹂
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
で
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
不
慮
の
事
故
な
ど
に
よ
り
障

害
が
残
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
障
害
基

礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

る
こ
と
な
ど
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。ま
た
、納
付
が
猶
予
さ
れ
た
期
間

は
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
た
め

に
必
要
な
期
間
に
算
入
さ
れ
、
猶
予
さ

れ
た
期
間
の
保
険
料
は
十
年
以
内
で
あ

れ
ば
追
納
が
可
能
で
す
。な
お
、学
生
納

付
特
例
の
承
認
期
間
は
、
四
月
か
ら
翌

年
三
月
ま
で
と
な
り
ま
す
。

申
請
は
、
住
民
票
を
登
録
し
て
い
る

市
町
村
役
場
の
国
民
年
金
担
当
窓
口
で

申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
申
請
の
際

に
は
、
年
金
手
帳
、
学
生
証
︵
写
︶
ま
た

年
金
国
民
年
金

学
生
納
付
特
例
制
度
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

は
在
学
証
明
書
︵
原
本
︶、
印
鑑
が
必
要

で
す
。

平
成
二
十
二
年
度
に
学
生
納
付
特
例

に
よ
り
保
険
料
納
付
を
猶
予
さ
れ
て
い

る
人
で
、
平
成
二
十
三
年
度
も
引
き
続

き
在
学
予
定
の
場
合
は
、
四
月
中
に
日

本
年
金
機
構
か
ら
は
が
き
形
式
の
学
生

納
付
特
例
申
請
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
の

で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
返
送
す
る
こ

と
で
、
平
成
二
十
三
年
度
の
学
生
納
付

特
例
制
度
申
請
が
で
き
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
、
保
険
料
の
納
付
が
全

額
ま
た
は
一
部
免
除
さ
れ
る
﹁
保
険
料

免
除
制
度
﹂
や
三
十
歳
未
満
を
対
象
に

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
﹁
若
年

者
納
付
猶
予
制
度
﹂
が
あ
り
ま
す
の
で
、

経
済
的
な
理
由
な
ど
に
よ
り
、
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
こ
れ
ら
の

制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼
盛
岡
年
金
事
務
所

︵
☎
６
２
３
・
６
２
１
１
︶、
町
役
場
保

健
課
年
金
担
当
︵
☎
６
９
２
・
６
４
７

８
︶

同
▽
第
五
分
団
第
二
部
部
長
　
村
上
弘

明︻
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
︼

精
績
章
▽
本
部
分
団
長
　
堀
合
一
男

勤
続
章
▽
第
五
分
団
分
団
長
　
松
木
茂

同
▽
第
一
分
団
第
二
部
部
長
　
相
模
正

利同
▽
第
一
分
団
第
四
部
部
長
　
細
川
民

男同
▽
本
部
班
長
　
吉
田
光
彦

同
▽
第
一
分
団
第
四
部
副
班
長
　
瀬
川

静
雄

優
良
婦
人
消
防
隊
員﹁
功
績
章
﹂▽
隊
長

櫻
小
路
孝
子

︻
㈶
岩
手
県
消
防
協
会
総
裁
・
会
長
表

彰
︼

功
労
章
▽
第
五
分
団
分
団
長
　
松
木
茂

功
績
章
▽
本
部
部
長
　
吉
田
年
彦

同
▽
本
部
部
長
　
茅
橋
信
男

同
▽
第
二
分
団
第
二
部
部
長
　
舛
澤
誠

一表
彰
状︵
婦
人
消
防
協
力
隊
員
︶▽
隊
員

村
上
キ
サ

感
謝
状
︵
内
助
功
労
︶
▽
高
橋
ち
づ
子

︵
本
部
副
分
団
長
夫
人
︶

同
▽
青
山
め
ぐ
み
︵
第
二
分
団
第
四
部

部
長
夫
人
︶

◉
そ
の
他
の
免
除
・
猶
予
制
度

◉
申
請
は
住
所
地
の
役
場
で

◉
22
年
度
に
納
付
特
例
を
受
け
た
人
は

火災警報器共同購入しませんか
住宅用火災警報器の設置期限が 5月 31日と迫

り、雫石町婦人消防協力隊では、商品を一括購入する
ことで割安になることを期待し、町民の皆さんに共
同購入をご提案します。購入の流れや商品が載った
チラシを 3月 24日に全戸配布しました。チラシに
付いている申込書に必要事項を記入のうえ、4月 22
日までに町役場総務課か各地区公民館にお申し込み
ください。ぜひこの機会に購入し、マイホームへの設
置を進めましょう。
【問い合わせ先】町役場総務課消防交通担当

（☎内線 212）
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相談税・
年金

健康
福祉

生活
環境催し募集

●町役場への問い合わせ…☎692−2111■FAX 692−1311　ホームページ：http://www.town.shizukuishi.iwate.jp/

平
成
二
十
三
年
度
の
行
政
区
長
が
決

ま
り
、
四
月
六
日
、
町
役
場
大
会
議
室
で

深
谷
町
長
が
七
十
四
人
に
委
嘱
状
を
交

付
し
ま
し
た
。行
政
区
長
に
は
町
か
ら
の

お
知
ら
せ
文
書
を
班
長
を
通
じ
て
配
布

し
て
い
た
だ
く
ほ
か
、行
政
事
務
に
関
す

る
区
域
内
の
諸
調
査
・
連
絡
、公
的
募
金

な
ど
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。各
行
政

区
長
は
次
の
と
お
り
で
す
。︵
敬
称
略
︶

︻
雫
石
地
区
︼
高
前
田
一
区
▽
杉
田
美
栄

子
、高
前
田
二
区
▽
下
川
原
美
惠
子
、林

▽
横
手
寿
明
、
上
町
一
・
二
▽
澁
田
實
、

上
町
三
▽
大
村
博
之
、
中
町
一
▽
八
重

樫
武
、中
町
二
・
三
▽
高
田
朝
男
、下
町

一
・
二
▽
堀
合
宗
甫
、
下
町
三
▽
泉
舘

與
次
、下
町
四
▽
藤
澤
克
次
、駅
前
▽
横

手
恭
治
、長
根
▽
福
崎
公
博
、谷
地
▽
澤

口
正
、晴
山
▽
斉
藤
啓
子
、中
沼
▽
三
浦

明
夫
、陽
和
郷
▽
四
ツ
屋
正
榮
、板
橋
▽

西
村
義
則
、
七
ツ
森
・
丸
谷
地
▽
吉
田

久
勝
、小
岩
井
▽
細
川
哲
央
、東
町
▽
細

川
仁
、
黒
沢
川
▽
相
模
正
利

︻
御
所
地
区
︼
鴬
宿
▽
伊
藤
直
行
、
馬

場
・
大
村
・
男
助
▽
加
藤
潔
、
赤
滝
▽

高
藤
實
、外
桝
沢
▽
高
橋
章
、桝
沢
▽
猫

平
仁
、矢
用
▽
米
澤
洋
子
、片
子
沢
▽
𠮷

田
正
雄
、天
戸
▽
高
橋
登
見
男
、安
庭
▽

田
鎖
敏
夫
、籬
野
▽
田
屋
舘
壽
雄
、町
場

▽
岩
崎
次
男
、
九
十
九
沢
▽
伊
藤
榮
子
、

矢
櫃
▽
高
橋
健
次
、
元
御
所
▽
徳
田
一

夫︻
西
山
地
区
︼
網
張
▽
越
智
徹
次
、
盆
花

▽
所
博
幸
、極
楽
野
▽
舘
澤
清
三
、五
区

▽
中
川
泰
夫
、六
区
▽
岩
井
敏
、七
区
▽

笹
田
憲
夫
、八
区
▽
茅
橋
昭
男
、野
中
▽

武
田
長
榮
、小
松
▽
葉
上
恒
、林
崎
▽
田

中
俊
行
、篠
崎
▽
竹
林
幹
男
、上
西
根
▽

田
畑
広
美
、八
丁
野
▽
十
二
林
石
治
、西

根
谷
地
▽
朝
賀
裕
子
、
上
駒
木
野
▽
袖

林
か
つ
子
、駒
木
野
▽
下
田
保
榮
、葛
根

田
▽
小
田
島
充

︻
御
明
神
地
区
︼
橋
場
▽
高
橋
末
吉
、
安

栖
▽
三
上
章
男
、
小
赤
沢
▽
小
赤
澤
登
、

山
津
田
▽
坂
下
政
義
、
滝
沢
▽
高
見
信

男
、南
▽
原
滿
征
、天
瀬
▽
久
保
田
ミ
ツ

子
、天
川
▽
赤
沢
賢
一
、中
南
▽
中
村
美

明
、中
島
▽
中
屋
敷
昭
夫
、黒
沢
▽
古
川

幸
男
、ま
が
き
▽
沼
尻
幹
男
、下
春
木
場

▽
髙
橋
勝
典
、
上
春
木
場
▽
小
坂
喜
善
、

和
野
▽
中
野
新
一
、
横
欠
▽
横
欠
初
男
、

土
橋
▽
平
子
田
由
則
、
上
和
野
▽
下
澤

田
美
明
、上
野
沢
▽
目
移
三
雄
、岩
持
▽

岩
持
�
雄
、谷
地
▽
岩
持
貞
子
、下
川
原

▽
天
瀬
正
門

委
嘱
行
政
区
活
動
の
中
心
で
活
躍
す
る

平
成
23
年
度
の
行
政
区
長
決
ま
る

町
で
は
、
水
稲
を
主
体
と
し
た
雫

石
型
複
合
経
営
の
確
立
と
生
産
者
の

経
営
安
定
を
目
的
と
し
て
、
平
成
二

十
三
年
度
﹁
水
稲
生
産
緊
急
支
援
事

業
﹂
を
実
施
し
ま
す
。

同
事
業
は
、
雫
石
町
農
業
活
性
化

推
進
基
金
を
活
用
し
て
実
施
す
る
も

の
で
、
米
の
価
格
が
低
迷
す
る
中
、
水

稲
生
産
に
か
か
る
生
産
経
費
︵
種
子

代
︶
の
一
部
を
緊
急
的
に
補
助
し
、
水

稲
生
産
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

補
助
金
の
交
付
に
係
る
手
続
き

は
、
主
食
用
米
の
作
付
け
が
完
了
し
、

面
積
が
確
定
し
た
後
に
行
う
こ
と
と

し
て
お
り
、
八
月
十
五
日
か
ら
補
助

金
交
付
申
請
書
の
受
け
付
け
を
開
始

し
ま
す
。

雫
石
町
内
に
在
住
す
る
農
業
者
ま
た
は

販
売
名
義
を
持
つ
集
落
営
農
組
織
で
、
水

稲︵
主
食
用
米
︶を
生
産
す
る
者
。た
だ
し
、

農
業
協
同
組
合
な
ど
が
対
象
者
を
取
り
ま

と
め
、手
続
き
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

主
食
用
米
作
付
面
積
十
㌃
あ
た
り
千
円

補
助
水
稲
生
産
を
支
援
し
ま
す

町
単
独
事
業
で
生
産
費
を
補
助

を
補
助
し
ま
す
︵
種
子
代
に
か
か
る
経
費

の
お
お
む
ね
２
分
の
１
と
な
る
額
を
作
付

面
積
あ
た
り
の
単
位
に
換
算
し
補
助
金
単

価
を
決
定
し
て
い
ま
す
︶。

︻
申
請
書
の
受
付
期
間
︼
　

八
月
十
五
日
～
九
月
十
五
日

︻
補
助
金
交
付
日
︼
　

十
月
中
旬
予
定

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼　
町
役
場
農
林
課
農
業

振
興
担
当
︵
☎
内
線
２
５
６
︶

主食用米10アールあたり1,000円を補助します

補
助
金
の
交
付
対
象
者
は
？

補
助
金
額
は
？
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昨
年
十
二
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
し
た
雫
石
銀
河
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

﹁
観
光
物
産
セ
ン
タ
ー
﹂
の
管
理
・
運
営

に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理
者
制
度
を
導

入
す
る
こ
と
と
し
、
先
月
行
わ
れ
た
町

議
会
定
例
会
で
、
一
般
社
団
法
人
し
ず

く
い
し
観
光
協
会
が
指
定
管
理
者
と
し

て
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
雫
石
町
の
観
光

と
物
産
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
整
備
さ
れ
た
同
施
設
の
管
理
に
当

た
る
た
め
、
同
協
会
の
事
務
局
も
観
光

物
産
セ
ン
タ
ー
へ
移
転
し
ま
し
た
。
今

後
は
、
雫
石
の
観
光
と
物
産
の
拠
点
と

し
て
、
物
産
展
示
即
売
会
な
ど
の
各
種

観
光
雫
石
駅
内
﹁
観
光
物
産
セ
ン
タ
ー
﹂

㈳
し
ず
く
い
し
観
光
協
会
の
指
定
管
理
へ

五
月
十
五
日
は
﹁
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
日
﹂、
ま
た
十
二
日
か
ら
十
八
日

は
﹁
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
強
化

週
間
﹂
で
す
。
民
生
委
員
は
、
九
十
年
以

上
の
歴
史
を
持
つ
日
本
固
有
の
福
祉
の

制
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
民
生
委
員

法
に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。任
期
は
三
年
で
、全

国
で
は
約
二
十
三
万
人
、
岩
手
県
で
は

三
千
七
百
十
一
人
︵
う
ち
主
任
児
童
委

員
三
百
六
十
二
人
︶
の
定
数
が
定
め
ら

れ
、
雫
石
町
で
は
、
五
十
九
人
︵
う
ち
主

任
児
童
委
員
三
人
︶
の
民
生
委
員
が
活

動
し
て
い
ま
す
。

◇
民
生
委
員
は
地
域
福
祉
の
推
進
役
◇

民
生
委
員
は
、
生
活
上
の
困
り
ご
と

に
対
す
る
最
も
身
近
な
相
談
相
手
で

す
。
一
人
ひ
と
り
に
担
当
区
域
が
定
め

ら
れ
、
福
祉
分
野
や
そ
の
他
の
関
係
機

関
と
連
携
し
、
地
域
に
根
ざ
し
た
相
談

支
援
の
活
動
を
行
い
ま
す
。
地
域
の
つ

な
が
り
が
薄
れ
つ
つ
あ
る
中
、
安
心
し

て
住
み
続
け
ら
れ
る
地
域
づ
く
り
の
た

め
に
活
動
す
る
、
地
域
に
な
く
て
は
な

ら
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。
生
活

上
の
困
り
ご
と
は
、ど
う
ぞ
、民
生
委
員

へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

福
祉
身
近
な
地
域
福
祉
の
推
進
役

５
月
15
日
は﹁
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
﹂

◇
児
童
委
員
と
主
任
児
童
委
員
◇

民
生
委
員
は
、
児
童
福
祉
法
に
よ
り

児
童
委
員
も
兼
ね
て
い
ま
す
。ま
た
、民

生
委
員
の
中
か
ら
、
子
ど
も
や
児
童
福

祉
に
関
す
る
相
談
支
援
を
専
門
的
に
担

当
す
る
主
任
児
童
委
員
が
指
名
さ
れ
て

お
り
、
区
域
担
当
の
民
生
委
員
と
連
絡

調
整
・
協
力
・
連
携
し
て
い
ま
す
。

◇
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
◇

お
年
寄
り
や
心
身
に
障
が
い
を
持
つ

人
、子
ど
も
、生
活
困
窮
世
帯
な
ど
生
活

上
の
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
応
じ
、
支
援
を

必
要
と
す
る
住
民
へ
次
の
よ
う
な
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
提
供

○
町
の
福
祉
調
査
協
力
と
し
て
の
生
活

状
況
の
聴
き
取
り
調
査

○
保
育
所
入
所
な
ど
の
意
見
証
明
事
務

○
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
橋
渡

し
　
な
ど

こ
の
ほ
か
、
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄

り
の
見
守
り
活
動
や
相
談
者
へ
の
訪
問

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
住
ま
い
の

地
域
の
民
生
委
員
を
知
り
た
い
場
合
は

は
、町
役
場
福
祉
課
福
祉
企
画
担
当︵
☎

６
９
２
・
６
４
７
２
︶
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

町では、皆さんに行政サービスを提供するた
めの重要な財源である町税（町民税、固定資産
税、軽自動車税、国民健康保険税）の収納確保は
もとより、きちんと税金を納めている人との公
平を維持するため、滞納処分を強化しています。
地方税法の規定により督促状を発布した日か

ら納付がないまま 10日を経過すると滞納処分
の対象となり、財産の差し押さえや捜索を受け
たり、岩手県地方税特別滞納整理機構に移管さ
れたりすることになります。
財産とは、預貯金、給与、年金、売掛金などの
債権や、家財、車両、土地家屋などの動産不動産
です。滞納処分とならないよう速やかに納付し
てください。
なお、病気や失業、事業不振などにより税金の

納付が困難な場合は、家計の状況が分かる収入、
支出の資料を持参のうえ、お早めに町役場税務
課町税収納担当にご相談ください。
【問い合わせ先】町役場税務課町税収納担当

（☎692−6484）

平成 22年度の納税はお済みですか
未納町税は速やかに
納付してください

㈳しずくいし観光協会の指定管理とし
て運営が始まった観光物産センター

催
事
や
町
の
観
光
情
報
の
発
信
機
能
の

充
実
な
ど
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
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補
助
設
置
費
用
や
維
持
管
理
費
用

浄
化
槽
の
補
助
金
制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

浄
化
槽
の
普
及
を
促
進
す
る
た
め

に
、
集
合
処
理
整
備
計
画
区
域
外
の
一

般
住
宅
お
よ
び
事
業
所
に
設
置
さ
れ
る

浄
化
槽
の
設
置
費
用
の
一
部
を
補
助
金

交
付
す
る
制
度
で
す
。

・
補
助
金
限
度
額

①
集
合
処
理
整
備
計
画
区
域
外
の
一
般

住
宅
ま
た
は
、
延
べ
床
面
積
の
二
分

の
一
以
上
を
居
住
の
用
に
供
す
る
店

舗
兼
住
宅
に
設
置
さ
れ
る
浄
化
槽
設

置
工
事
費
用
に
対
し
、
表
１
の
限
度

額
ま
た
は
工
事
費
用
の
七
割
の
い
ず

れ
か
の
低
い
額
を
補
助
し
ま
す
。

※
集
合
処
理
整
備
計
画
区
域
外
の
事
業

所
に
設
置
さ
れ
る
浄
化
槽
設
置
工
事

費
用
に
対
し
て
も
、
限
度
額
ま
た
は
、

工
事
費
用
の
四
割
の
い

ず
れ
か
低
い
額
が
交
付

さ
れ
ま
す
の
で
、
個
別
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

②
集
合
処
理
整
備
計
画

区
域
内
で
、
七
年
以
内
に

下
水
道
整
備
が
見
込
ま

れ
な
い
区
域
の
一
般
住

宅
ま
た
は
、
延
べ
床
面
積

の
二
分
の
一
以
上
を
居

住
の
用
に
供
す
る
店
舗

兼
住
宅
に
設
置
さ
れ
る

浄
化
槽
設
置
工
事
費
用
に
対
し
、
表

２
の
限
度
額
ま
た
は
工
事
費
用
の
四

割
の
い
ず
れ
か
の
低
い
額
を
補
助
し

ま
す
。

・
補
助
金
申
請
の
手
続
き
方
法

補
助
金
交
付
申
請
書
に
必
要
な
書
類

を
添
え
て
、
町
役
場
上
下
水
道
課
へ
申

請
し
て
く
だ
さ
い
︵
浄
化
槽
設
置
施
工

業
者
が
代
行
で
手
続
き
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
︶。
四
月
一
日
か
ら
申
請
の
受
け

付
け
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

※
工
事
の
計
画
段
階
で
補
助
対
象
区
域

お
よ
び
町
の
予
算
状
況
の
確
認
を
必
ず

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
対
象
区
域
お
よ
び

予
算
状
況
は
上
下
水
道
課
で
確
認
で
き

ま
す
。

浄
化
槽
の
適
正
な
水
質
を
保
ち
、
ま

た
浄
化
槽
使
用
者
の
維
持
管
理
費
の
負

担
軽
減
を
目
的
と
し
、
集
合
処
理
供
用

開
始
済
区
域
外
の
一
般
住
宅
に
設
置
さ

れ
、
法
定
検
査
に
よ
る
放
流
水
質
の
検

査
結
果
が
不
適
正
で
な
い
浄
化
槽
の
維

持
管
理
費
に
対
し
、
維
持
管
理
費
用
の

一
部
を
補
助
す
る
制
度
で
す
。

※
補
助
対
象
区
域
の
確
認
を
必
ず
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
対
象
区
域
は
上
下
水
道

課
で
確
認
で
き
ま
す
。

・
対
象
期
間

維
持
管
理
業
務
委
託
の
契
約
期
間

・
対
象
と
な
る
費
用
お
よ
び
補
助
金
額

の
計
算
方
法

補
助
金
額
は
対
象
期
間
内
に
行
わ
れ

た
法
定
検
査
手
数
料
、
維
持
管
理
業
務

委
託
料
、
汚
泥
く
み
取
り
お
よ
び
清
掃

に
要
し
た
経
費
か
ら
、
農
業
集
落
排
水

施
設
使
用
料
の
計
算
方
法
に
よ
り
算
出

さ
れ
た
年
間
の
使
用
料
相
当
額
を
差
し

引
い
た
額
と
な
り
ま
す
。

・
補
助
金
申
請
の
手
続
き
方
法

四
月
一
日
か
ら
申
請
の
受
け
付
け
を

開
始
し
て
い
ま
す
。た
だ
し
、申
請
は
維

持
管
理
契
約
の
最
終
日
の
翌
日
か
ら
一

カ
月
以
内
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
申
請
に
必
要
な
書
類

◎
維
持
管
理
契
約
書
︵
写
し
︶

◎
維
持
管
理
報
告
書
︵
写
し
︶

◎
法
定
検
査
結
果
︵
写
し
︶

◎
浄
化
槽
清
掃
記
録
票
︵
写
し
︶

◎
維
持
管
理
料
の
領
収
書
︵
写
し
︶

◎
法
定
検
査
手
数
料
領
収
書
︵
写
し
︶

◎
汚
泥
く
み
取
り
お
よ
び
清
掃
の
領
収

書
︵
写
し
︶

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼
町
役
場
上
下
水
道
課

下
水
道
担
当
︵
☎
６
９
２
・
６
５
９
３
︶

表1

人　槽 補助金限度額

5人槽 616,000円

7人槽 771,000円

10人槽 1,029,000円

表2

人　槽 補助金限度額

5人槽 352,000円

7人槽 441,000円

10人槽 588,000円

◎
浄
化
槽
設
置
費
補
助
金

◎
浄
化
槽
維
持
管
理
費
補
助
金
︵
新
設
︶

町
で
は
、浄
化
槽
の
普
及
を
促
進
す
る
た
め﹁
浄
化
槽
設
置
費
補
助
金
﹂

を
交
付
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
浄
化
槽
使
用
者
の
維
持
管
理
費
の
負
担
軽

減
の
た
め﹁
浄
化
槽
維
持
管
理
費
補
助
金
﹂制
度
も
実
施
し
て
い
ま
す
。ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
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町
で
は
、
地
震
に
よ
る
家
屋
の
倒
壊

か
ら
町
民
の
生
命
を
守
る
た
め
家
屋
の

耐
震
診
断
、
耐
震
改
修
に
要
す
る
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に

助
成
制
度
を
活
用
し
て
家
屋
の
構
造
的

な
強
度
を
調
べ
安
全
を
確
か
め
て
み
ま

せ
ん
か
。

次
の
条
件
を
満
た
す
一
戸
建
て
木
造

住
宅
の
耐
震
改
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

診
断
を
希
望
す
る
町
内
木
造
住
宅
の
所

有
者
か
ら
の
申
し
込
み
を
受
け
、
岩
手

県
知
事
が
認
定
し
た
木
造
住
宅
耐
震
診

断
士
が
屋
根
・
外
壁
・
内
壁
・
床
な
ど

を
診
断
し
ま
す
。

今
の
住
宅
状
況
に
つ
い
て
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
今
後
の
耐
震
改
修

な
ど
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

︻
対
象
と
な
る
住
宅
︼

①
昭
和
五
十
六
年
五
月
三
十
一
日
以
前

に
着
工
さ
れ
た
一
戸
建
て
住
宅

②
木
造
在
来
工
法
の
も
の
︵
ツ
ー
バ
イ

フ
ォ
ー
工
法
・
パ
ネ
ル
工
法
は
対
象

外
︶

③
木
造
二
階
建
て
以
下
の
も
の
︵
一
部

鉄
骨
造
な
ど
の
混
構
造
は
対
象
外
︶

補
助
地
震
へ
の
備
え
は
大
丈
夫
？

﹁
耐
震
診
断
﹂﹁
耐
震
改
修
﹂費
用
を
助
成

町
で
は
、
町
民
の
住
環
境
の
向
上
を

お
よ
び
町
内
の
住
宅
関
連
産
業
を
中
心

と
し
た
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

に
要
し
た
費
用
に
対
し
十
万
円
を
限
度

と
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

︻
主
な
対
象
要
件
︼

・
建
築
後
十
年
以
上
経
過
し
た
住
宅

・
該
当
住
宅
に
居
住
し
滞
納
の
な
い
世

帯
・
住
宅
で
あ
る
こ
と
。た
だ
し
、併
用
住

宅
は
住
宅
部
分
の
み
対
象

・
町
内
の
施
工
業
者
で
あ
る
こ
と

・
対
象
工
事
が
三
十
万
円
以
上
の
も
の

・
平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
日
ま
で
に

補
助
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
最
高
10
万
円
の
補
助

町
が
快
適
な
生
活
環
境
を
支
援
し
ま
す

工
事
が
完
了
す
る
も
の

︻
募
集
件
数
︼

二
十
戸

︻
必
要
書
類
︼

・
申
請
書

・
建
築
年
月
日
等
確
認
で
き
る
書
類

・
現
況
写
真

※
申
請
書
は
町
役
場
地
域
整
備
課
に
あ

り
ま
す
。

︻
補
助
金
交
付
額
︼

対
象
工
事
に
要
す
る
一
○
％
以
内

で
、
十
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼
町
役
場
地
域
整
備
課

地
域
計
画
担
当
︵
☎
６
９
２
・
６
５
７

５
︶

︻
費
用
︼

自
己
負
担
額
三
千
円
︵
税
込
︶。
耐
震

診
断
士
が
現
地
調
査
に
訪
問
し
た
際
に

お
支
払
い
く
だ
さ
い
。
耐
震
費
用
三
万

円
の
九
割
に
当
た
る
二
万
七
千
円
は
補

助
金
で
直
接
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。

︻
募
集
戸
数
︼

五
戸

︻
必
要
書
類
︼

・
申
込
書

・
課
税
台
帳
調
査
同
意
書

・
建
築
年
月
日
等
確
認
で
き
る
書
類

※
申
込
書
、
課
税
台
帳
調
査
同
意
書
は

町
役
場
地
域
整
備
課
に
あ
り
ま
す
。

耐
震
診
断
の
結
果
、﹁
倒
壊
す
る
可
能

性
が
高
い
﹂・﹁
倒
壊
す
る
可
能
性
が
あ

る
﹂
と
診
断
さ
れ
た
木
造
住
宅
は
耐
震

改
修
工
事
を
す
る
際
に
、
耐
震
改
修
費

用
の
二
分
の
一︵
上
限
六
十
万
円
︶を
助

成
し
ま
す
。

︻
募
集
戸
数
︼

一
戸

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼
町
役
場
地
域
整
備
課

地
域
計
画
担
当
︵
☎
６
９
２
・
６
５
７

５
︶

◉
耐
震
診
断
事
業

◉
耐
震
改
修
事
業

リフォーム前

◉住宅リフォーム工事の例
（キッチンの場合）

⇩
リフォーム後
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●町役場への問い合わせ…☎692−2111■FAX 692−1311　ホームページ：http://www.town.shizukuishi.iwate.jp/

募集 催し 生活
環境

健康
福祉

税・
年金 相談
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町
で
は
、犬
、猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
が
死

亡
し
た
と
き
、そ
の
焼
骨
を
埋
蔵
し
、霊

を
弔
う﹁
死
亡
動
物
埋
蔵
施
設
﹂を
設
置

し
て
い
ま
す
。
ペ
ッ
ト
供
養
の
場
と
し

て
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

︻
場
所
︼
町
火
葬
場
駐
車
場
内

︻
対
象
動
物
︼
町
民
が
飼
育
す
る
犬
、
猫

な
ど
の
小
動
物
︵
ペ
ッ
ト
︶

︻
申
し
込
み
︼

死
亡
動
物
埋
蔵
施
設
使
用
申
請
書

︵
町
役
場
住
民
課
に
備
え
付
け
て
あ
り

ま
す
︶
に
必
要
事
項
を
記
入
・
捺
印
し
、

住
民
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

︻
受
け
入
れ
可
能
日
︼
平
日
九
時
～
十
六

周
知
ペ
ッ
ト
の
霊
を
弔
う

埋
蔵
施
設
を
ご
存
じ
で
す
か

町
で
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成

推
進
事
業
に
取
り
組
む
自
治
会
な
ど
の

団
体
登
録
や
交
付
金
交
付
申
請
な
ど
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
説
明

を
希
望
す
る
団
体
も
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。事
業
に
つ
い
て﹁
も
っ
と
詳
し

く
知
り
た
い
﹂﹁
必
要
性
は
感
じ
て
い
る

が
取
り
組
み
方
法
が
わ
か
ら
な
い
﹂
な

ど
聞
き
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
な
ら

気
軽
に
町
役
場
住
民
課
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。説
明
会
開
催
の
曜
日
や
時
間
、場

所
な
ど
は
問
い
ま
せ
ん
︵
日
程
が
ほ
か

の
行
政
区
な
ど
と
重
複
し
た
場
合
は
、

住
民
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
推
進
事
業

登
録
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
︶。
説
明
資

料
は
町
で
用
意
し
ま
す
。

※
平
成
二
十
三
年
度
の
登
録
や
交
付
申

請
期
限
は
八
月
一
日
を
目
安
と
し
ま
す
。

※
平
成
二
十
二
年
度
の
実
績
報
告
の
期

限
は
五
月
二
日
で
す
。

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼
町
役
場
住
民
課
︵
☎

６
９
２
・
６
４
７
１
︶

時︵
一
月
一
日
～
二
日
、十
二
月
三
十
一

日
を
除
く
︶

︻
利
用
方
法
︼

使
用
料
は
無
料
で
す
。
受
け
入
れ
は

火
葬
さ
れ
た
焼
骨
に
限
り
ま
す
。
飼
い

主
の
責
任
に
お
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
動

物
専
門
の
火
葬
場
な
ど
で
火
葬
し
た
焼

骨
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
骨
堂
は
共
有

型
の
も
の
で
、
個
室
は
設
け
て
い
ま
せ

ん
。

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼
町
役
場
住
民
課
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
斎
園
担
当
︵
☎
６
９
２
・

６
４
７
１
︶

平
成
二
十
二
年
度
か
ら
、
地
域
の

み
ん
な
で
花
や
木
を
植
え
、
そ
の
管

理
な
ど
を
行
う
﹁
花
と
緑
の
ま
ち
づ

く
り
活
動
事
業
﹂
を
追
加
し
て
い
ま

す
。
こ
の
活
動
へ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
も
、
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

【早朝注射】6：30〜7：00（役場のみ 7：30まで）
①5月 14日▷御明神公民館、町役場
②5月 15日▷御所公民館、西山公民館
【手数料】①注射のみ▷1頭につき 3,100円

②注射と登録▷1頭につき 6,100円
●問 町役場環境対策課（☎692−6486）

◉狂犬病予防集合注射日程

地区 月日 時　　間 場　　　　　所

御
明
神
地
区

５
月
10
日
︵
火
︶

9:00〜9:05 橋場・消防屯所前
9:10〜9:20 安栖公民館前
9:25〜9:30 小赤沢・沢口宅前
9:35〜9:40 赤渕駅前
9:45〜9:50 山津田・原宅前

10:00〜10:10 多賀神社前
10:15〜10:30 中島バス停留所前
10:35〜10:45 天川公民館前
10:55〜11:05 黒沢公民館前
11:10〜11:20 まがき公民館前
11:30〜11:40 御明神公民館前
13:10〜13:20 和野ライスセンター前
13:30〜13:35 上野沢患者バス停留所前
13:45〜13:50 上和野公民館前
14:00〜14:10 横欠公民館前
14:15〜14:25 土橋公民館前
14:30〜14:35 岩持公民館前
14:40〜14:45 下川原公民館前

西
山
地
区

５
月
11
日
︵
水
︶

9:00〜9:10 谷地公民館前
9:15〜9:30 林崎バス停留所前
9:35〜9:45 小松公民館前

9:50〜10:00 野中公民館前
10:05〜10:15 西山公民館前
10:20〜10:30 七区公民館前
10:35〜10:45 五区公民館前
10:50〜11:05 極楽野公民館前
11:20〜11:25 ペンションさんりんしゃ前
13:00〜13:10 篠崎公民館前
13:15〜13:20 上駒木野公民館前
13:25〜13:40 駒木野十文字
13:50〜13:55 上西根公民館前
14:00〜14:10 八丁野公民館前
14:15〜14:25 葛根田公民館前
14:30〜14:35 高前田野バス停留所前
14:40〜14:45 林崎・橋本電気工業前
14:50〜15:00 ㈲寿屋前

御
所
地
区

５
月
12
日
︵
木
︶

9:00〜9:10 元御所公民館前
9:15〜9:25 安庭・民俗資料館前
9:30〜9:40 籬野公民館前

9:55〜10:05 矢櫃公民館前
10:10〜10:15 桂・杉沢商店前
10:20〜10:25 町場公民館前
10:30〜10:50 戸沢公民館前
10:55〜11:05 御所公民館前
11:10〜11:15 上片子沢公葬地駐車場前
11:20〜11:30 旭台公民館前
11:35〜11:40 清水沢公民館前
11:45〜11:50 外桝沢公民館前
13:10〜13:20 馬場バス停留所前
13:25〜13:35 大村・伝承交流センター
13:40〜13:45 男助バス停留所前
13:50〜13:55 桑原バス停留所前
14:00〜14:05 深沢バス停留所前
14:10〜14:20 桝沢・新里商店前
14:25〜14:35 鴬宿老人憩いの家前
14:40〜14:45 鴬宿バスセンター前
14:55〜15:00 矢用公民館前

雫
石
地
区

５
月
13
日
︵
金
︶

9:00〜9:15 晴山公民館前
9:20〜9:40 中沼公民館前
9:45〜9:50 陽和郷公民館前

10:00〜10:05 小岩井農場中丸
10:10〜10:15 小岩井農場本部前
10:20〜10:30 小岩井こ線橋下
10:35〜10:50 七ツ森公民館前
10:55〜11:05 板橋・高橋文男宅前
11:10〜11:25 東町公民館前
13:00〜13:15 黒沢川公民館前
13:25〜13:35 下町堀割
13:40〜13:50 下町三公民館前
14:00〜14:10 高前田一里塚前
14:15〜14:25 帆かけ寿司前
14:30〜14:35 雫石公民館前
14:40〜14:50 中町消防屯所前
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『ほうかつ』の窓
問い合わせ先▷雫石町地域包括支援センター（☎691‑1105）

平
成
十
七
年
に
ス
タ
ー
ト
し
、
今
年

で
七
年
目
を
迎
え
る
﹁
し
ず
く
い
し
軽

ト
ラ
ッ
ク
市︵
雫
石
商
工
会
主
催
︶﹂が
、

い
よ
い
よ
五
月
に
開
幕
し
、
十
一
月
ま

で
全
七
回
開
催
し
ま
す
。

軽
ト
ラ
市
は
、回
を
重
ね
て
、町
内
外

か
ら
の
来
場
者
も
増
え
、
ま
す
ま
す
注

目
を
集
め
て
い
ま
す
。今
年
も
、恒
例
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
に
加
え
、
各

出
店
者
や
商
店
街
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な

趣
向
で
お
客
様
を
迎
え
よ
う
と
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
は
東
日
本
大
震
災
と
い

う
甚
大
な
災
害
が
発
生
し
、
現
在
も
避

難
所
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
被
災
者

の
皆
さ
ま
、
被
災
地
の
復
興
に
励
む
皆

さ
ま
を
応
援
す
る
取
り
組
み
も
併
せ
て

実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。
町
民
の
皆

さ
ま
の
ご
賛
同
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

よ
し
ゃ
れ
通
り
商
店
街
か
ら
笑
顔
と

元
気
を
乗
せ
て
走
り
続
け
る
﹁
し
ず
く

い
し
軽
ト
ラ
ッ
ク
市
﹂に
、ぜ
ひ
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

︻
開
催
日
︼
五
月
一
日
︵
日
︶、
六
月
五
日

︵
日
︶、
七
月
十
日
︵
日
︶、
八
月
七
日

︵
日
︶、
九
月
四
日
︵
日
︶、
十
月
二
日

観
光
７
年
目
を
迎
え
さ
ら
に
加
速

軽
ト
ラ
市
発
進
開
幕
は
５
月
１
日

︵
日
︶、
十
一
月
六
日
︵
日
︶

︻
開
催
時
間
︼
九
時
～
十
三
時

︻
場
所
︼
よ
し
ゃ
れ
通
り
︵
雫
石
中
心
商

店
街
︶

︻
駐
車
場
︼
雫
石
町
役
場
駐
車
場
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
巡
回
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が

随
時
、
運
行
し
ま
す
。

︻
来
場
者
サ
ー
ビ
ス
︼
手
荷
物
預
か
り
所

︵
六
カ
所
︶、
お
む
つ
交
換
所
・
授
乳
所

︵
二
カ
所
︶、
宅
急
便
臨
時
受
付
所
︵
本

部
︶、
車
い
す
の
貸
し
出
し

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼
雫
石
商
工
会
︵
同
実

行
委
員
会
☎
６
９
２
・
３
３
２
１
︶

◉高齢者の相談はお気軽に地域包括支援センターへ
雫石町立健康センターでは、保健師や社会福祉士、主任ケ
アマネジャーが常駐し、高齢者の皆さんの介護や健康などの
さまざまな相談に応じています。本号では、平成 22年度に
地域包括支援センターが受けた相談について紹介します。

地域包括支援センターでは上記のようなさまざまな相談
に応じるほか、介護保険や福祉サービスの申請代行、病院と
の連携支援なども行っています。個人の秘密は守られますの
でどうぞお気軽にご相談下さい。

また、地域包括支援センターブランチ（支部）として町の
委託を受けた４つの事業所の職員が、高齢者のいる家庭を訪
問しています。
雫石地区担当▶在宅介護支援センター笑々館

☎692−3164
御所地区担当▶日赤鶯鳴荘在宅介護支援センター

☎695−2536
西山地区担当▶はーとーぽーと雫石在宅介護支援センター

☎691−1022
御明神地区担当▶在宅介護支援センターおみょうじん

☎691−2550
◆私たちがご家庭を訪問します

多くの人でにぎわった昨年の第1回軽トラ市

◉相談方法 ◉相談内容

平成 22年 4月 1日〜平成 23年 1月 31日
※相談内容は延べ件数

電話
263件

訪問
1248件

来所
170件

介護
121件

医療
118件

介護保険
2058件

高齢者福祉サービス
89件

状況把握
1442件

健康づくり
229件

その他
114件

虐待
15件

権利擁護
53件

伊藤知子
（在宅介護支援
センター笑々館）

蛇口真一朗
（日赤鶯鳴荘在宅介
護支援センター）

堂前洋子
（はーとぽーと雫石在
宅介護支援センター）

野々村トモ子
（在宅介護支援セン
ターおみょうじん）
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資源ごみ情報　分別排出でリサイクル推進
【担当】町役場環境対策課（☎直通692-6486）

◉生ごみ処理容器等購入費補助制度
生ごみ処理容器（コンポストおよび電動生ごみ処理機）を購入した人に

対して、その購入費の一部を補助しています。
【対象】町内に住所があり、かつ居住している者（一世帯につき一台）
【補助金額】購入費の 1/2以内で、コンポストは限度額 3,000円、電動
生ごみ処理機は限度額 30,000円
◉ごみ集積所整備事業補助制度
町内会や自治会などの団体がごみ集積所を新築または改築する際に、

その経費の一部を補助しています。
【対象】町内会、自治会などの地域的共同活動を行っている団体
【補助金額】経費の 1/2以内で、1施設 10万円を上限
※いずれの場合も、必ず事前に町役場環境対策課までご相談ください。

使用済み食用油拠点回収実績（単位：ℓ）
4〜1月実績 2月実績 合計 前年同期 比較

回収量 1837.0 143.0 1980.0 1379.9 600.1

平成22年度資源化実績（単位：kg）
びん類 缶類 プラ類 紙類 鉄くず 合計

4〜1月 193,160 81,410 49,860 347,130 46,780 718,340
2月 8,660 5,790 4,840 27,590 1,640 48,520
合計 201,820 87,200 54,700 374,720 48,420 766,860
前年同期 198,450 87,160 54,370 391,740 49,660 781,380
比較 3,370 40 330 △17,020 △1,240 △14,520

◆使用済み食用油は有効な“資源”として再利用されています

①職種 ②基本給 ③求人番号④必要
資格など　注）◉印は正社員採用

《各種補助制度をご活用ください》

募集 催し 生活
環境

健康
福祉

税・
年金 相談
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●町役場への問い合わせ…☎692−2111■FAX 692−1311　ホームページ：http://www.town.shizukuishi.iwate.jp/

毎年春に、各家庭からご協力をいただいていました緑の募金は、「東北地
方太平洋沖地震」の発生に伴い、春の募金は中止とします。秋の募金では、
各家庭に緑の募金へのご協力をお願いする場合がありますので、ご協力を
お願いします。
なお、平成 22年度の緑の募金総額は、510,217円となりました。町
内全域から温かいご支援をいただきありがとうございました。

緑の募金にご協力ありがとうございました

◉平成22年度の募金総額と支出状況◉

家庭募金 ･･490,150円
職場募金 ････16,442円
街頭募金･･････3,400円
募金箱など････････225円
合　　計 ･･510,217円

募　金　総　額

※残金は次年度へ繰り越します。

募金啓発用資材
購入のために

28,497円

募金に使用する
事務用品など

緑の少年団活動
育成のために

4,200円

御明神地区
緑の少年団

県緑化推進委員会
への納付金

229,598円

募金額の45％を県緑
化推進委員会へ納付

森林保全の普及
および啓発のために

28,350円

しずくいし
産業まつり

環境緑化木
配布のために

144,690円

行政区への
桜の苗木配布

㈱航和（万田渡）：◉①介護員②130,050〜15万円③03010−11139511④ヘ
ルパー 2級以上、1種普通運転免許、高卒以上　㈶いわてリハビリテーションセン
ター（七ツ森）：①臨時事務補助員もしくは専門員（資格を有する者）②115,200〜
171,200円③03010−11141611④社会福祉士もしくは臨床心理士の資格があ
れば尚可、パソコン操作（ワード、エクセル）　㈲横手鈑金工業所（黒沢川）：◉①1
級建築士または 1級施行管理技士②30万〜40万円③03010−10868811④1
級建築士または 1級施行管理技士、1種普通免許（AT限定不可）、建築工事に関わる
現場監督として 3年以上　同（黒沢川）：◉①板金工②15万〜30万円③03010−0
4025811④板金工として 1年以上の経験のある人、1種普通免許（AT限定不可）
新岩手農業協同組合（町内）：①介護支援専門員②185,000円③03010−104056
11④介護支援専門員、1種普通免許（AT限定不可）、経験あれば尚可　㈱岩手モク
アート（丸谷地）：①販売員②117,600円③03010−10438311④1種普通免
許（AT限定不可）レジ経験あれば尚可、高卒以上　同（丸谷地）：①事務補助員②
117,600円③03010−10449711④1種普通免許（AT限定不可）、高卒以上、パ
ソコン操作　日映エンタープライズ㈱（丸谷地）：①接客・販売②112,000〜
126,000円③03010−10442511④1種普通運転免許、接客経験あれば尚可
㈲再販（町内）：①店員②132,000円③03010−09935511④1種普通免許、高卒
以上　ホテル加賀助（鴬宿）：◉①調理長候補②27万〜30万円③03010−0949
5611④調理師、調理長経験者、高卒以上　雫石大森クリニック（千刈田）：◉①医療
事務②14万〜16万円③03010−09136011④医療事務系資格、医療機関でも
医療事務経験者、高卒以上 社団医療法人康生会鶯宿温泉病院（南畑）：◉①看護師②
19万〜30万円③03010−08498511④看護師 同（南畑）：◉①医療事務②
136,000〜20万円③03010−07349711④1種普通免許（AT限定可）医療事
務実務経験者、高卒以上 同（南畑）：◉①准看護師②168,000〜269,200円③
03010−03277411④准看護師免許　同（南畑）：◉①看護師②19万〜30万円
③03010−03215111④看護師免許 同（南畑）：◉①理学療法士②165,300〜
180,700円③03010−00189211④理学療法士免許 一般社団法人　東日本福
祉手技療法会（町内）：◉①リラクセーションセラピスト②137,000〜184,000円
③03010−08518711④高卒以上　同（町内）：◉①エステティシャン②
137,000〜184,000円③03010−08521011④エステティシャン認定資格が
あれば尚可、高卒以上 同（町内）：◉①柔道整復師②15 万〜25 万円③
03010−06346911④柔道整復師 ㈱銀河調剤（町内または盛岡市）：◉①薬剤師
②232,000〜45万円③03010−08619011④薬剤師、大学卒（薬学）　医療法
人仁泉会ショートステイおうしゅく（鴬宿）：①介護職員②13 万〜16 万円③
03010−08638111④介護福祉士、ヘルパー 1級・2級のいずれか、1種普通免許
同（鴬宿）：①看護師②145,000〜19万円③03010−00026511④正看護師・准
看護師免許のどちらか、1種普通免許　同（鴬宿）：◉①看護師②185,000〜21万円
③03010−00105211④正看護師・准看護師免許のどちらか、1種普通免許 ㈱イ
ンディ（町内）：①接客②141,525円③03010−08684411④不問　小岩井農産
㈱（丸谷地）：①植木植物の販売員②124,200〜138,000円③03010−08841
711④1 種普通免許　岩手中央観光㈱（町内）：①調理補助②13 万円③
03010−08050911④1種普通免許　同（町内）：①キャディ②134,000円③
03010−08064011④1種普通免許　㈱しずくいし（橋場）：①レストラン接客係
②112,125〜120,750円③03010−07489811④1種普通免許（AT限定可）、
接客経験者優遇　同（橋場）：①調理補助②112,125円③03010−01931511④
1種普通免許（AT限定可） ㈲山本工業（万田渡）：◉①防水工②12万〜15万円③
03010−06571911④1種普通免許、高卒以上　㈶医療局職員互助会ぬくもりの
里 NUC（長山）：①施設管理②87,600円③03010−06240111④大型自動車運
転免許 小岩井農牧㈱小岩井農場（丸谷地）：①牛の飼養管理②140,070〜
167,670円③03010−05487511④畜産業の経験者もしくは自宅での飼養経験
あれば尚可、1種普通免許、高卒以上　㈲上中屋敷重機（御明神）：◉①土木施工管理
技士（2級）兼重機オペレーター②20万〜30万円③03010−05161411④土木
施工管理技士 2級（必須）、車両系基礎工事用あるいは車両系掘削用免許、土木工事の
現場業務経験 3年以上　同（御明神）：◉①土木作業員②161,000〜184,000円③
03010−05162011④経験者尚可　同（御明神）：◉①営業職②20万〜30万円③
03010−03888211④1種普通免許（AT限定不可）、土木施工管理技師 1級また
は 2級あれば尚可　同（御明神）：◉①10tダンプ運転手②161,000〜184,000円
③03010−00099711④大型自動車運転免許、1年以上の大型自動車運転経験
㈱いわて清流園（長山）：◉①サービス管理責任者②20 万〜 25 万円③
03010−04684911④障害者支援業務経験 5年以上、1種普通免許（AT限定可）
㈲夢工舎（長山）：◉①大工②156,000〜286,000円③03010−03964311④
実務経験 3年以上、1種普通免許（AT限定不可）、建築施工管理または建築士資格あ
れば優遇　㈱中村建設（下曽根田）：◉①土木技術者②20 万〜35 万円③
03010−04197811④土木施工管理技士 1級または 2級、建設業（土木施工管理）
経験がある人、1種普通免許、高卒以上　㈱ケーエヌ工業（柿木）：◉①施工管理（電
気設備）②188,000〜282,000円③03010−04243511④施工管理経験者に
限る、1種普通免許（AT限定不可）、高卒以上　同（柿木）：◉①配管工②188,000
〜235,000円③03010−00040711④配管工経験者、大型自動車運転免許、高
卒以上　斉藤特殊建設（西安庭）：◉①法面工事作業員②192,000〜24万円③
03010−03255911④中型自動車免許、土木施行管理技士 2級以上有資格者優
遇、現場作業経験者優遇 社団医療法人三和会（板橋）：◉①看護師または准看護師②
184,000〜254,000円③03010−03290711④看護師または准看護師 下田
工務店（西根）：◉①土木作業員（未経験者）②14万〜17万円③03010−02379
211④1種普通免許（AT限定不可） 特別養護老人ホーム日赤鶯鳴荘（南畑）：①介護
福祉士②165,000〜169,000円③03010−01736111④介護福祉士、介護福
祉施設業務経験者、高卒以上　㈱ビルド遠藤（町内）：①建設機械オペレーターおよび
普通作業員②20万〜275,000円③03011−00018211④車両系建設機械（オ
ペレーターは必須）、大型自動車（除雪業務は必須）、大型特殊あれば尚可、経験 3年
以上　㈱ケアサービスわが家（七ツ森）：◉①ケアマネージャー②17万〜18万円③
03010−00121811④ケアマネージャー、1種普通免許（AT限定可）、経験必須、
高卒以上
※3月 22日までに盛岡公共職業安定所に申し込みのあった事業所の求人情報です。
【問い合わせ先】就業希望の方は、同職業安定所紹介第一部門（☎624−8902）まで
求人番号を告げて問い合わせください。また、事業所へは職業安定所の紹介状をご持
参ください。なお、すでに充足済みとなっている場合もありますので、ご了承ください。
※役場１階に求人情報を掲示しています。ご利用ください。
【担当】町役場観光商工課（☎692−2111内線 237）
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まちの話題・出来事紹介

3月15日

町内小中学校で卒業式
期待と不安を募らせ新たな一歩
巣立ちの季節 3月。町内の各小学校と中学校で

は、それぞれ卒業式が行われました。22年度の卒業
式は、小学生 153人、中学生が 178人。期待と不
安に胸をふくらませながら、新たな進路へと歩みを
進めました。このうち、13日に予定されていた雫石
中学校（田山英治校長=4月 1日付人事異動で転出、
全校生徒 468人）の卒業式は、震災による停電の影
響により 15日に挙行。一人ひとりに卒業証書を授
与しました。田山校長は、「これからの人生はいろい
ろなことがある。答えを出せないまま歩かなければ
ならないこともあるだろう。しかし君たちなら持ち
前の明るさとパワーで乗り越えていけると思う。自
信を持って、胸を張って羽ばたいていってください」
と式辞を述べました。その後、卒業生らは在校生から
の激励を受け、慣れ親しんだ学びやを巣立ちました。 一人ずつ卒業証書を受け取る雫石中の卒業生

4月5日

美しい映像に満足
安栖地区の地デジ対策工事が完成
今年 7月のテレビ地上デジタル放送完全移行に

向けて、安栖地区で整備を進めていた難視聴対策工
事がこのほど完成しました。町西部の山間地に位置
する安栖地区は、各家庭に届く電波が弱く地デジ放
送が受信でない難視聴地域となっており、このため、
昨年 10月から国の補助事業を導入し約 1,300万
円の事業費で共聴施設の整備工事に着手。33世帯
で地デジ放送が見られるようになりました。組合員
の原哲男さんは「ニュースから娯楽まで、さまざまな
番組が放送されるテレビは、私たちの生活にかかせ
ないものとなっており、災害時には尊い生命を守る
情報源でもあります。鮮明な映像に満足です」と話し
ています。町内では、既存の 9組合の改修を終え、安
栖地区のほか、上野沢地区と赤滝地区の一部が新た
な難視地区として整備が進められています。 美しいテレビ映像を楽しむ原哲男さんご夫婦
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発行月に 3歳の誕生日を迎える子
を紹介しています。掲載を希望する
人は下記までお申し込みください。

4

●あなたの身近で起きた出来事や
楽しい話題、イベントなどの情報を
お知らせください。

【町役場経営推進課広聴広報担当】
〒020−0595（住所不要）
電話番号：直通 692−6570
FAX番号：692−1311
E メール：kouhou@town.shizukui
shi.iwate.jp

3月1日〜13日

しずくいし春の工房まつり
町内工房作品の展示即売に1,638人

町内外からたくさんの来場者でにぎわった春の工房まつり

昨年リニューアルオープンした雫石町観光物産セ
ンターで、3月 1日から 13日まで「しずくいし春
の工房まつり（町・雫石商工会主催）」を開催しまし
た。震災の影響により、2日間臨時休業しましたが、
会期中、町内外から 1,638人が訪れにぎわいを見
せました。亀甲織や陶芸、木工芸品など、町内の工房
19件の作品約 280点を展示即売。訪れた人からは
「町内にこんなにたくさんの工房があるとは知らな
かった」などの感想が寄せられました。
この催しは雫石を拠点にする工芸作家などの高い

技術や芸術性を広く PRし、新たな販路の開拓や作
品づくりに役立てることを目的に開催されました。

慶
介
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子
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く
ん

アンパンマンと戦闘ごっこが大好きな俊輔です。
キャラクターになりきり毎日元気に遊んでいます。弟
の世話も手伝ってくれる優しいお兄ちゃんです。

わが家自慢の子、孫の写真
遠慮せず　どしどしご応募
お待ちしています

【応募要領】子の写真（裏に子の氏名記入）、別紙に子の
名（ふりがな）、子の生年月日、保護者（父母）氏名、住所
（行政区）、電話番号、コメントを書き添え、誕生月の前
月 25日ころまでに投稿してください。
【応募先】〒020−0595（住所記載不要）雫石町役場
広報しずくいし担当　※投稿写真は原則としてお返し
しません。
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ら・せ
余剰電力買取制度」を実施していま
す。太陽光発電の普及・拡大は、みん
なの未来に関わる大切な取り組みで
す。そこで余剰電力買い取りの費用
を、次のとおり皆さんからご負担いた
だくことになりました。ご理解とご協
力環お願いします。
【負担方法】4月分以降の電気料金に太
陽光発電促進付加金を加算
【金額】1カ月の電気使用料が約 300㌔
㍗の家庭で月額 8円程度
【問い合わせ先】詳しくは、経済産業省
資源エネルギー庁（☎0570−057−333）
へ

新しい職場に就職が決まった場合
や、今までの会社を退職した場合な
ど、加入している健康保険が変わった
ときには 14日以内に届け出をお願い
します。
【職場の健康保険をやめたときは】
退職などで職場の健康保険をやめた
ときや任意継続の資格がなくなり、健
康保険に加入する予定がないときは、
資格喪失日から町の国民健康保険（国
保）に加入しなければなりません。
届け出が遅れると、さかのぼって国
保税を納めることになったり、医療費
が全額自己負担になったりする場合も
ありますので、ご注意ください。
▶国保に加入するときに必要なもの
前の健康保険を抜けた日付の分かる
証明書（資格喪失証明書）、印鑑、年金
手帳、年金受給者は年金証書
【職場の健康保険に加入したときは】

（2月届け出分）

おめでた カッコ内は保護者名
1月

29 土橋　一葵
� � �

・女・（ 修 ）土　橋
2月

２ 天瀬　羽紗
� � �

・女・（ 亨 ）天　瀬
３ 髙橋　悠藍

� �

・女・（勇貴）天 戸
４ 中村　恭歌

����

・女・（裕紀）中　南
５ 谷藤　陽柊

� � �

・男・（功雄）　林
17 柴田　舞香

� � �

・女・（慈幸）駅　前
21 野崎　　晄

��

・男・（ 一 ）林　崎
23 千葉　悠陽

� � �

・男・（譲二）橋　場

おくやみ カッコ内は享年と世帯主名
2月

１ 小田島俊司（89・本人）葛根田
３ 曲谷地和雄（62・本人）中　南
８ 細川　タケ（67・定夫）片子沢
11 齊藤　耕司（47・耕作）中　沼
13 小田　誠一（90・哲弘）上春木場
14 細川　タケ（83・芳夫）籬 野
16 東根　和子（81・末吉）駒木野
17 米澤　茂雄（79・本人）赤　滝
19 櫻田フミノ（91・忠榮）葛根田
20 徳田　義広（55・本人）元御所
20 天川　ミツ（93・本人）上春木場
23 南黒沢安夫（85・本人）下春木場
24 森合謙一郎（90・藤夫）小　松
27 掘合　カメ（76・耕一）黒沢川

イベントや行政案内などの
情報を紹介するページです

税情報
便利で安心・安全な

口座振替をご利用ください
町税の納付を口座振替にすると納

期ごとに口座から自動的に納付とな
り、納付のために金融機関に出向く
必要もなくなりとても便利です。
これまで金融機関の窓口で納付を

していた人、これから新たに納付が
始まる人は、この機会に口座振替制
度をご利用ください。
口座振替が便利な点は、税の科目

ごとに別口座の利用も可能で、納税
者以外の口座でも利用できます。
詳しくは、町役場税務課町税管理

担当（☎692−6482）までお問い合わ
せください。
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こんなときは国民健康保険
の届け出が必要です

就職などで職場の健康保険に加入
したときや扶養家族として加入した
ときなど、町の国保に加入している人
がほかの健康保険に加入した場合は、
届け出が必要です。
届け出が遅れると、国保税が課税さ
れたままになり、そのまま国保の保険
証で受診すると、国保で負担した医療
費を返していただくことになります
のでご注意ください。
▶国保から抜けるときに必要なもの
新しい保険証もしくは新しい健康

保険に加入した日付の分かる証明書、
国保の保険証と印鑑
【問い合わせ先】町保健課国保・年金
担当（☎692−6478）まで

東日本大震災の影響により、資金
繰りへの支障など、中小企業の経営
環境が悪化しています。県内各金融
機関や信用保証協会（☎654−150
0）、中小企業団体中央会（☎62
4−1363）などの中小企業支援機
関では、さまざまな相談に応じてい
ます。まずは町役場観光商工課商工
労政担当（☎692−2111 内線
238）、または雫石商工会（☎69
2−3321）までご相談ください。

中小企業の資金繰り
まずはご相談ください
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春は空気が乾燥しているうえに、枯
れ草や枯れ枝が多く、下草も枯れてい
ますので、山火事発生の危険が非常に
高くなります。今年度の山火事予防統
一標語は「その油断　緑の森を　火の
海に」。山火事原因の多くは、ちょっと
した不注意から起きています。次の事
柄に気をつけ、火事から森を守りま
しょう。
◎枯れ草などがある場所でたき火をし
ない。
◎たき火の場所を離れるときは、完全
に消火を。
◎たばこの吸い殻は必ず消すととも
に、投げ捨てはしない。
◎強風時や乾燥時には、たき火、火入
れをしない。
◎火遊びはしない、させない。
◎もしたき火をする場合は、消火用の
水も用意する。
（盛岡西消防署雫石分署☎692−3215）

防衛省では、各種自衛官を募集して
います。
◎幹部候補生（一般・歯科・薬剤）
【受験資格】20歳以上 30歳未満（種別
により異なります）
【試験日】5月 14日（土）
◎一般曹候補生
【受験資格】18歳以上 27歳未満
【試験日】5月 21日（土）
◎申し込み・問い合わせ先

受付期間は両候補生とも 5月 6日
（金）までです。申し込みなど詳しくは
自衛隊岩手地方協力本部　盛岡募集案
内所（☎641−5191）にご連絡ください。

岩手県人事委員会では、平成 23年度
の県職員および警察官の採用試験の受
験者を次のとおり募集します。
◎県職員採用Ⅰ種試験
【受付期間】※インターネットでの申し
込み▶5月 9日（月）〜20日（金）　郵
便・持参での申し込み▶5月 9日（月）
〜31日（火）
【1次試験日】6月 26日（日）
【受験資格】①昭和 54年 4月 2日〜平
成 2年 4月 1日生まれの者（学歴不
問）②平成 2年 4月 2日以降生まれの
大学卒業（見込み）などの者
【試験地】盛岡地区、東京都
◎警察官 A採用試験
【受付期間】※Ⅰ種試験と同じ
【1次試験日】7月 10日（日）
【受験資格】昭和 53年 4月 2日以降生
まれで大学卒業（見込み）などの者
【試験地】盛岡地区
◎問い合わせ先
詳しくは、岩手県人事委員会事務局

のホームページをご覧になるか、同事
務局（☎629−6241）まで

経済産業省では、家庭や事業所の太
陽光発電による余剰電力の買い取りを
電力会社に義務付ける「太陽光発電の

お・知・
空気が乾燥する春は
山火事に注意しましょう
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県職員と警察官の採用
試験の受験者を募集

太陽光発電促進加算金を
4月以降の電気料に加算

自衛官の幹部・一般曹候
補生を募集しています

「となりのしずくいしさん家
�

」は健康づくりにつ
いての情報を漫画で分かりやすく紹介します。
〜「各種検診申し込み調査票について」の巻〜

●問健康推進課　☎692−2227
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雫石の情報発信番組　しずくちゃん情報　放送予定日のお知らせ
4月15日、5月6日（毎月第1・3金曜日）／IBCラジオ（ＡＭ684kHz）／8時45分〜50分（5分間）

◆4月  
   17日   篠 村 泌 尿 器 科  692−1285
   24日   上 原 小 児 科  692−3907
   29日   篠 村 医 院  692−5151
◆5月  
    １日   鶯 宿 温 泉 病 院  695−2321
    ３日   御 所 診 療 所  692−2229
    ４日   雫 石 診 療 所  692−3155
    ５日   雫石大森クリニック  691−2345
    ８日   御 明 神 診 療 所  692−3203
   15日   西 山 診 療 所  693−3202

●人のうごき   平成23年2月末現在
  男      8,818人（△11）出生    8人
  女      9,488人     （6）死亡  17人
  計   18,306人  （△5）転入  25人
世帯数6,138世帯     （6）転出  21人
※カッコ内は前月末増減

●火事・救急　2月末
      火　事 0件 （ 0件）
       救　急 65件 （135件）
※カッコ内は1月からの累計（盛岡西消防署雫石分署） ※この日程は医師の都合で変更になることがあります

休 日 当 番 医
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町内で募金活動を行った雫石町赤十字奉仕団
（左から佐々木キク子さん、吉田邦子さん、上野京子さん、杉村フミさん）

広
報
し
ず
く
い
し
●
平
成

2
3
年
（

2
0

1
1
年
）

4
月

10
日
　
第

6
7

9
号
　
発
行
／
雫
石
町
　
編
集
／
経
営
推
進
課
　
〒

0
2

0
−

0
5

9
5
　
岩
手
県
岩
手
郡
雫
石
町
千
刈
田

5
番
地

1
　
☎

0
1

9
−

6
9

2
−

2
1

1
1
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：

http://w
w

w
.tow

n.shizukuishi.iw
ate.jp/

日
本
を
襲
っ
た
未
曽
有
の
地

震
﹁
東
日
本
大
震
災
﹂。
地
震

に
よ
り
発
生
し
た
津
波
は
沿

岸
地
方
を
中
心
に
大
き
な
爪
跡
を
残
し

ま
し
た
。
発
生
か
ら
約
一
カ
月
が
経
過

し
た
今
な
お
、
被
災
地
で
は
不
安
な
生

活
が
続
い
て
い
ま
す
。

雫
石
町
赤
十
字
奉
仕
団
は
、
被
災
者

の
た
め
、
少
し
で
も
力
に
な
ろ
う
と
募

金
な
ど
の
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

委
員
長
の
佐
々
木
さ
ん
は
、
震
災
に
つ

い
て
こ
う
語
り
ま
す
。﹁
な
ん
て
声
を
か

け
た
ら
い
い
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
頑

張
っ
て
な
ん
て
軽
々
し
く
言
え
な
い
。

で
も
、
わ
た
し
た
ち
も
で
き
る
こ
と
を

一
生
懸
命
や
る
の
で
、
力
を
合
わ
せ
て

一
緒
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
﹂。

自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
し
た

い
。そ
の
思
い
を
形
に
す
べ
く
、同
奉
仕

団
で
は
県
内
で
も
い
ち
早
く
募
金
活
動

を
行
い
ま
し
た
。
多
く
の
人
が
募
金
箱

に
善
意
を
投
じ
て
く
れ
ま
し
た
。﹁
無
理

を
し
て
募
金
を
し
て
く
れ
た
人
も
い
る

と
思
う
。
支
援
物
資
の
受
け
付
け
で
は
、

要
望
を
聞
い
て
毎
日
届
け
て
く
れ
る
人

も
い
ま
し
た
。
本
当
に
人
の
温
か
さ
を

感
じ
ま
す
。悔
し
い
で
す
が
、一
人
で
は

何
も
で
き
ま
せ
ん
。
み
ん
な
の
気
持
ち

を
合
わ
せ
て
被
災
地
に
力
を
。
こ
れ
か

ら
も
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
続
け
、
み

ん
な
の
力
で
復
興
し
て
い
き
た
い
で

す
﹂。
広
が
り
を
見
せ
る
温
か
な
善
意
の

輪
。
た
く
さ
ん
の
人
の
思
い
が
被
災
地

の
復
興
を
力
強
く
後
押
し
し
ま
す
。

東

28

●
夢
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

﹁
夢
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
﹂
は
、
活
動
や
特
技
な
ど
で
頑
張
っ
て
い
る
町
関
係
者
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

雫
石
町
赤
十
字
奉
仕
団
委
員
長

※雫石町赤十字奉仕団の募金活動へ寄せられた善意は、494,636円となりました。

あとがき
●  町職員の定期人事異動により今号で広報担当
から離れることになりました。快く取材に応じて
くれたたくさんの皆さん、本当にありがとうござ
いました。皆さんの協力をいただくことで初めて
発行できる広報。多くの人の支えの中でなんとか
3年間発行することができました。今後は前消防
担当による男らしい広報にご期待ください！（古）
● ４月から広報制作を担当させていただくこと
になりました。これまで担当した部署での多くの
方との出会いが私の財産となっています。今後、
取材活動を通してさらに多くの方との出会いを
楽しみにしています。皆さんのご協力をいただき
親しまれる広報制作に努めたいと思います。（悟）
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